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上
代
「
オ
」

上
代
オ
ホ
ヲ
音
節
の
結
合
的
性
格

「
ヲ
」
音
節
の
結
合
的
性
格

「ホ」一

い
わ
ゆ
る
オ
列
音
節
、
す
な
わ
ち
オ
コ
ソ
ト
ノ
ホ
モ
ヨ
ロ
ヲ
の
各
音
節
の

中
で
、
コ
ソ
ト
ノ
ョ
ロ
の
六
音
節
に
奈
良
時
代
ま
で
は
甲
乙
両
類
の
特
殊
仮

名
遣
の
区
別
が
存
在
し
、
古
事
記
に
は
モ
に
も
甲
乙
両
類
の
区
別
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
ト
ノ
ヨ
ロ
各
音
節
は
奈
良
時
代
に
す
で
に
混
用

さ
れ
た
事
例
が
存
在
す
る
が
、
コ
は
東
国
方
言
を
除
い
て
は
、
奈
良
時
代
を

通
じ
て
混
用
の
徴
証
が
な
く
、
降
っ
て
は
文
献
的
に
は
新
撰
字
鏡
の
訓
注
に

(
l
)
 

も
甲
乙
二
類
の
書
き
分
け
が
徴
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
般

に
オ
列
は
ー
コ
ソ
ト
ノ
モ
ヨ
ロ
各
音
節
は
、
か
つ
て
は
明
確
に
甲
乙
二
類
が

区
別
さ
れ
、
漸
次
時
代
を
下
る
に
し
た
が
っ
て
、
音
節
に
よ
り
多
少
の
遅
速

は
あ
っ
て
も
、
次
第
に
混
用
か
ら
混
乱
に
進
み
、
平
安
初
期
に
は
大
体
い
ず

れ
か
一
方
に
吸
収
統
一
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
音

韻
変
化
現
象
を
逆
推
す
れ
ば
、
奈
良
時
代
に
書
き
分
け
が
無
い
と
さ
れ
る
オ

ホ
ヲ
の
三
音
節
も
、
奈
良
時
代
を
遡
る
あ
る
時
代
に
は
、
他
の
コ
ソ
ト
ノ
モ

ョ
ロ
各
音
節
と
同
様
に
、
甲
乙
二
類
の
区
別
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
献
上
に
そ
れ
ら
の
区
別
の
痕

跡
を
確
め
得
る
な
ら
、
オ
ホ
ヲ
の
三
音
節
に
も
上
代
日
本
語
を
遡
る
古
代
日

本
語
の
時
代
に
お
い
て
、
甲
乙
二
類
の
区
別
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を

ほ
ぼ
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
特
に
オ
ホ
ニ
音
節
が
古
事
記
に
お

い
て
書
き
分
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
見
解
、
ま
た
は
崩
壊
途
上
に
あ
る
と
す

る
立
場
は
、
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
痕
跡
の
検
出
に
際
し

て
は
次
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
オ
ホ
ヲ
書
き
分
け
の
予
想
は
、
現
実
に
書
き
分
け
の
あ
る
コ
ソ

ト
ノ
モ
ヨ
ロ
の
甲
乙
に
対
応
す
る
音
韻
関
係
に
あ
る
の
で
、
検
出
さ
れ
た
オ

ホ
ヲ
甲
乙
両
類
の
性
格
は
、
お
お
む
ね
コ
ソ
ト
ノ
モ
ヨ
ロ
甲
乙
両
類
の
性
格

と
矛
盾
背
馳
す
る
も
の
で
な
く
類
同
的
性
格
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ

う
。
第
一
一
に
文
証
あ
る
歴
史
時
代
に
書
き
分
け
の
痕
跡
が
存
す
る
時
、
使
用

さ
れ
た
字
母
の
性
格
は
漢
字
音
の
面
か
ら
も
用
字
法
体
系
の
面
か
ら
も
破
綻

な
く
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
オ
ホ
ヲ
の
各
音
節
を
表
記
す
る
字
母
の
種

類
が
二
種
類
以
上
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
甲
乙
両
類
に
わ
か
た
る
べ
き
音
韻
上

の
弁
別
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
、
と
い
う
だ
け
で
は
実
は
不
十
分
で
あ
る
。

該
字
母
の
使
用
が
伝
統
的
用
字
法
の
踏
襲
で
あ
る
か
、
資
料
の
性
質
の
相
違

に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
、
個
人
的
な
プ
レ
を
も
つ
用
字
法
の
結
果
で
あ
る
か

慎
重
に
見
究
め
る
必
要
が
あ
る
。

小
稿
に
お
い
て
は
、
以
下
上
代
に
お
け
る
オ
ホ
ヲ
三
音
節
の
結
合
状
態
を
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調
壺
し
、
他
の
オ
列
甲
乙
両
類
の
結
合
的
性
格
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
書
き

分
け
の
痕
跡
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

二

オ
ホ
ヲ
三
音
節
の
結
合
を
調
べ
る
に
際
し
て
、
そ
の
比
較
対
照
さ
る
べ
き

他
の
甲
乙
両
類
の
書
き
分
け
の
あ
る
オ
列
の
結
合
に
つ
い
て
、
．
有
坂
秀
批
博

で

2
)

士
は
次
の
様
に
迩
べ
て
届
ら
れ
る
。

第
一
則
、
甲
類
の
オ
列
音
と
乙
類
の
オ
列
音
と
は
同
一
語
根
（
勁
詞
は
語

，
幹
）
内
に
共
存
す
る
こ
と
が
無
い
。

第
二
則
、
乙
類
の
オ
列
音
は
ウ
列
音
と
同
一
語
根
（
動
詞
は
語
幹
）
内
に

共
存
す
る
こ
と
が
少
い
。

第
三
則
、
乙
類
の
オ
列
音
は
ア
列
音
と
同
一
語
根
（
動
詞
は
語
幹
）
内
に

共
存
す
る
こ
と
が
少
い
。

こ

の

中

確

実

に

言

ひ

得

る

こ

と

は

＇

1

甲
類
の
オ
列
音
と
乙
類
の
オ
列
音
と
は
同
一
語
根
（
動
詞
は
語
幹
）

内
に
共
存
す
る
こ
と
が
無
い
。

2

ウ
列
音
と
オ
列
音
と
か
ら
成
る
二
音
節
語
根
に
お
い
て
、
＇
，
そ
の
オ
列

音

は

乙

類

の

も

の

で

は

あ

り

得

な

い

。

＇

と
い
ふ
―
―
つ
の
事
実
で
あ
り
、
そ
の
他
は
宗
ろ
傾
向
と
い
ふ
程
度
の
も
の

で
あ
る
。

こ
の
結
合
の
法
則
が
、
オ
ホ
ヲ
三
音
節
に
甲
乙
両
類
の
区
別
が
存
在
し
て

い
た
場
合
に
、
ほ
ぽ
同
じ
梯
な
形
で
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は

当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
。
ま
た
、
オ
ホ
ヲ
三
音
節
が
甲
又
は
乙
の
い

ず
れ
か
一
方
に
最
初
か
ら
一
頚
と
し
て
存
在
し
て
い
た
場
合
、
や
は
り
音
節

結
合
の
法
則
に
従
っ
て
甲
(

O

)

又
は
乙
(

"

0

)

の
い
す
れ
か
の
性
格
を
荷

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ホ
ヲ
三
音
節
が
同
じ
オ
列
左
梢
成
す
る
他
の

コ
ソ
ト
ノ
モ
ヨ
ロ
七
音
節
と
、
全
く
異
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
は
考
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
甲
類
コ
ソ
ト
ノ
モ
ヨ
ロ
、
お
よ
び
乙

類
こ
そ
と
の
も
よ
ろ
、
の
性
格
は
か
な
り
有
力
な
比
較
材
料
と
な
る
で
あ

ろ
う
。オ
列
甲
類
の
結
合
的
性
格
に
お
い
て
、
オ
列
乙
類
と
最
も
明
瞭
に
相
逹
す

る
点
は
、
ウ
列
と
の
結
合
例
を
も
っ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
音
韻
変
化
の
結

果
生
じ
た
形
や
、
甲
乙
両
類
の
混
同
と
兄
ら
れ
る
諸
例
を
除
外
す
れ
ば
、

U

1
6
の
結
合
を
示
す
結
合
単
位
の
明
白
な
市
例
は
存
在
し
な
い
と
看
ら
れ
て

い
る
。切
母
音
の
脱
落
に
よ
っ
て
生
じ
た
縮
約
形
と
思
わ
れ
る
も
の
。

と
ュ
ラ
官
（
型
浦
宮
、
元
関
寺
丈
六
光
銘
）
、
よ
ク
ス
（
横
臼
、
記
紀
）

（
と
ュ
ウ
け
神
（
記
）
も
後
母
音
ウ
の
影
響
に
よ
っ
て
生
じ
た
形
で
あ

ろ
う
）

向
複
合
語
的
性
格
を
も
つ
も
の
。

の
1
1
ス
（
如
、
記
、
万
菓
）
、
も
1
1
ュ
ラ
ニ
（
記
）
フ
廿
も
と
（
麓
、

万
欺
）
と
1
1
ブ
サ
（
樹
末
？
・
、
万
葉
）
オ
よ
1
1
ヅ
レ
（
妖
言
、
万
葉
）

り
木
来
、

u

1

0

結
合
で
あ
っ
た
も
の
が
0
"
0
の
混
同
に
よ
っ
て
生
じ

た
形
。
ス
ス
ろ
フ
（
啜
、
万
葉
）
マ
ツ
ろ
フ
（
奉
、
万
葉
）
、

ウ
ッ
ろ
フ
（
変
、
万
葉
）
、
カ
1
1
グ
ろ
シ
（
黒
、
万
業
）

右
の
諸
例
に
徴
す
る
か
ぎ
り
、
二
音
節
構
成
の

u
l
o
結
合
は
極
め
て
安

定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
有
坂
博
士
も
疑
問
を
残
さ
れ
た
次

(
3
)
 

の
例
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
記
、
上
）
賦
登
麻
和
詞
比
忠
九
盆
賦
登
、
真
伽
吊
本
ナ
シ
）

賦
登
は
フ
ト
1
1
（
太
）
の
怠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
有

8~ 



坂
博
士
は
フ
ト
（
太
）
の
卜
は
記
紀
万
葉
に
お
い
て
す
べ
て
卜
（
甲
）
で
記

さ
れ
て
を
り
、
も
の
賦
登
の
登
は
誤
字
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
屈
ら
れ
る
が

フ
ト
の
卜
が
乙
類
と
し
て
存
在
し
た
傍
証
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

杖
奈
久
羅
乃
創
等
多
麻
斯
支
乃
肺
己
等
（
天
寿
国
曼
茶
羅
繍
帳
銘
）

敏
逹
天
皇
の
表
記
は
、
（
旧
）
沼
名
倉
太
玉
敷
命
、
（
法
王
帝
説
）
怒
那

久
良
叩
刀
多
麻
斯
支
天
皇
と
仮
名
書
き
の
例
が
見
え
る
の
で
、
（
太
）
の
意

味
を
も
つ
フ
ト
（
甲
）
が
フ
と
（
乙
）
の
形
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
は

ぼ
認
め
て
よ
い
こ
と
と
息
わ
れ
る
。
つ
い
で
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
繍
飢
銘
に

は
卜
（
甲
）
と
（
乙
）
に
そ
れ
ぞ
れ
刀
等
を
書
き
わ
け
て
い
る
模
様
で
、
等

巳
刀
称
々
（
聰
一
例
）
、
弥
己
等
（
命
、
九
例
）
、
等
巳
（
穀
、
五
例
）
の

き

る

よ

；

ゾ

ガ

ナ

け

ャ

諸
例
が
見
え
る
。
使
用
字
母
に
帰
里
巳
巷
奇
至
居
移
な
ど
の
、
奈
良
時
代
の

常
用
字
母
体
系
に
合
致
せ
ざ
る
も
の
の
あ
る
こ
と
は
固
知
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
賦
登
の
「
賦
」
字
は
古
事
記
に
お
い
て
は
本
文
に
の
み
六
例
、
伊
賦
夜

坂
（
上
巻
）
、
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
遁
命
（
孝
安
記
2
例
、
孝
霊
記
1
例
）

波
邁
賦
坂
（
履
中
記
）
の
例
に
限
ら
れ
、
歌
謡
及
び
訓
注
に
は
使
用
さ
れ
ぬ

特
色
あ
る
字
母
で
あ
る
。
卜
（
甲
）
と
（
乙
）
両
類
の
混
用
は
、
す
で
に
古

事
記
に
も
雄
略
記
歌
謡

(
1
0四
番
）
に
登
良
1
例
、
斗
良
3
例
、
斗
理
1

例
、
何
れ
も
（
取
る
）
の
意
の
語
の
混
在
す
る
例
が
あ
る
の
て
、
お
そ
ら
く

フ
と
〔
乙
）
の
語
も
フ
ト
（
甲
）
と
共
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る°
し
か
し
な
が
ら
、
他
の

uー

0

結
合
の
事
例
に
、

0
i
"
0
の
混
同
に
よ
っ

(
4
)
'
 

て
生
じ
た
と
思
わ
れ
る

uー

"
0
結
合
の
確
実
な
事
例
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
こ

と
か
ら
も
U

と
結
合
す
る
オ
列
は
、
本
来
的
に
は
0

（
甲
）
相
当
の
性
格
を

も
っ
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
問
題
に
な
る
の
は
ア
列
と
結
合
す
る
オ
列
乙
類
の
場
合
で
あ
る
。
母

音
調
和
の
敗
跡
を
上
代
日
本
語
に
お
い
て
容
詔
す
る
寸
場
か
ら
す
れ
ば
、
中

舌
的
性
格
を
も
っ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
オ
列
乙
類
が
、
後
舌
的
と
推
定
さ
れ

る
ア
列
と
結
合
関
係
を
も
つ
こ
と
に
は
、
否
定
的
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
問
阿
は
上
代
に
見
ら
れ
る

aー

"
0
結
合
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
る
の
か

ま
た
は
関
音
調
和
の
や
や
崩
壊
し
た
形
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
の
誘
因
が

他
の
音
畝
変
化
、
母
音
交
替
現
集
の
知
推
に
よ
る
の
か
、
更
に
は
上
代
の

a

は
か
っ
て
は

a
お
よ
び

a
に
濶
る
こ
と
が
で
き
て
、

a
お
よ
び

a
が
上
代
の

a
に
吸
収
統
一
さ
れ
た
結
果
、
も
と
も
と

a

|
＂0

結
合
で
あ
っ
た
も
の
が

a
l
o結
合
の
事
例
と
し
て
上
代
に
残
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
、
推
測

の
限
り
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
っ
ば
ら
ま
ず
士
代
に
残
存
す
る
a

—
.

"0
結
合
に
つ
い
て
謡
べ
て
み
る
と
大
体
次
の
よ
う
な
分
類
に
な
る
。

A

ほ
ほ
一
語
的
結
合
か
と
思
わ
れ
る
も
の

□

（
記
）
そ
バ
（
机
稜
？
）
ア
そ
（
親
称
）
マ
ろ
（
自
称
）

（
紀
）
そ
バ
（
稜
？
）
ア
そ
（
親
称
）
マ
ろ
（
白
称
）
力
そ
（
父
）

マ
そ
（
全
）

（
万
）
ア
そ
（
親
称
）
マ
ろ
（
丸
）

ヽ`ー、~1
1接
辞
に
よ
る
音
転
に
よ
っ
て
語
幹
化
し
た
も
の
、
お
よ
び
そ
れ
に
知

（
 す
る
も
の

（
記
）
こ
や
1
1
ル
（
臥
）
と
ガ
1
1
ム
？
（
咎
）
よ
ラ
1
1
シ
（
宜
）

（
紀
）
ヲ
ろ
ガ
1
1
ム

（

拝

）

．

:
J
J
)
と
ガ
1
1
ム
（
咎
）
と
バ
1
1
ス
（
飛
）
と
マ
1
1
ル
（
留
）
ア
ど
モ

フ
（
率
）
こ
ハ
．
？
（
強
）

B

複
合
語
的
性
格
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
も
の
、
お
よ
び
複
合
よ
り
生
じ

た
形（
記
）
そ
ダ
タ
ク
（
叩
）
と
ダ
ル
（
照
）
ナ
ど

85 



（
紀
）
オ
こ
ナ
フ
（
行
）
ォ
と
ナ
フ
（
喧
響
）
夕
の
ム
（
頼
）
よ
サ
ヅ

ラ
（
吉
蛤
）

（
万
）
こ
と
ワ
リ
（
理
）
ナ
ご
リ
（
名
残
）
ナ
ど
、
ア
ど
、
ヤ
ど
ル

（
宿
）
と
ハ
（
永
久
〉
モ
と
ナ
（
本
無
）
の
タ
プ
（
宣
）
夕
の
ム

（
頼
）
ア
と
？
（
跡
）

C
、
0

（
甲
）
も
0

(
乙
）
の
混
同
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
も
の

（
万
）
そ
ラ
（
空
）
ミ
カ
ど
（
朝
廷
）
夕
と
キ
（
方
便
）
ハ
ろ
ハ
ろ

（
逹
）
ナ
ぞ
フ
（
准
）
イ
サ
よ
フ
（
猶
予
）
ア
そ
ブ
（
遊
〗
）

右
の
事
例
中
、

C
は
も
と
も
と
は

a
i
o
（
甲
）
結
合
で
あ
り
、
万
葉
集
中

に
ぢ
い
て
も

a

1
0
 

(
甲
）
の
禁
本
的
結
合
は
堅
持
さ
れ
て
い
る
。

B
の
事

例
は
複
合
語
の
色
彩
が
強
く
、
ほ
と
ん
ど
悲
木
的
な
結
合
単
位
と
は
屈
わ
れ

な
い
。

A
の
場
合
に
も
田
に
見
え
る
事
例
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
か
6
|
a
の

形
に
接
辞
が
付
い
た
も
の
で
、
逆
に

a
|
"
0
の
形
で
無
い
点
に
不
安
が
残

る
。
し
た
が
っ
て
、
a
ー

~
0

の
基
本
的
粕
合
は
（
に
見
え
る
「
そ
」
（
乙
）

音
節
を
中
心
と
し
た
、
ア
そ
、
力
そ
、
マ
そ
、
そ
バ
の
且
語
と
「
ろ
」
（
乙
）

を
含
む
lwJ
音
異
義
の
、
マ
ろ
（
自
称
、
と
「
丸
」
）
の
二
語
が
佳
か
に
挙
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
に
挙
げ
る

a
i
o
（
甲
）
の
翌
富

な
事
例
に
比
し
て
、
や
は
り
顕
著
な
結
合
上
の
差
只
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

比
較
の
都
合
上
、

a
ー
。
〔
巾
）
の
結
合
事
例
を
挙
け
る
と
、

a
叶

け
タ
―
-
U

（
記
）
ソ
ラ
（
空
）
サ
ト
（
里
）
ハ
ト
（
旭
）
カ
ド
（
門
）
カ
モ
（
鴨
）

マ
ヨ
ニ
后
）

（
紀
）
ソ
ラ
（
空
）
サ
ト
（
里
）
ハ
ト
（
鳩
）
マ
ヨ
（
尼
）

（
力
）
ソ
ラ
（
空
）
サ
ト
〔
里
）
マ
ヨ
（
眉
）
ソ
マ
（
柏
）
ト
ガ
（
栂
）

り）） 

カ
ド
(
・

カ
ド
（
門
）

（間）

回

形

容

詞

（
記
）
タ
ノ
1
1
シ
（
楽
）

（
紀
）
タ
ノ
1
1
シ
（
楽
）

（
力
）
タ
ノ
1
1
シ
（
楽
）
カ
ソ
け
1
1
シ
盆
回
）

り

勁

詞
（
記
）
ソ
ナ
フ
（
具
）
ア
ソ
1
1
ブ
（
迩
）
ア
ラ
ソ
1
1
フ
（
争
）
マ
ト

1
1
フ
（
惑
）
ヵ
ョ
1
1
フ
（
心
）
イ
サ
ヨ
1
1
フ
（
猜
予
）

（
紀
）
ア
ソ
じ
ブ
（
遊
）
ア
ラ
ソ
1
1
フ
（
争
）

（
万
）
コ
ガ
1
1
ル
（
焦
）
ソ
バ
1
1
フ
（
戯
）
ア
ソ
1
1
ブ
（
遊
）
カ
ゾ

II

フ
（
数
）
ナ
ソ
1
1
フ
（
州
）
ア
ラ
ソ
1
1
フ
（
争
）
サ
ド
1
1
フ
（
惑
）

タ
ド
ル
（
辿
）
カ
ヨ
1
1
フ
（
通
）
・
イ
サ
ヨ
1
1
フ
（
此
躇
）
カ
ガ
ヨ

II

フ
丘
巳
サ
マ
ヨ

llフ
（
迷
）

目

そ

の

他

（心）
（
紀
）
ハ
ロ
（
遥
）

T

力
）
ナ
ゴ
（
和
）
ナ

m
（
柔
）
ハ
ロ
（
遥
）
ア
ソ
ソ
（
仄
）

以
上
の
事
例
で
明
'11な
よ
う
に
、
ア
列
と
オ
列
（
甲
）
と
の
結
合
は
、
名

詞
・
形
容
副
記
杵
・
勁
詞
謁
幹
•
そ
の
他
に
安
定
し
た
結
合
を
以
て
現
わ
れ

名
詞
に
お
い
て
は

a
|
0
、
0
1
a
の
両
形
、
名
詞
以
外
の
場
合
に
お
い
て

は
a
|
0
の
結
合
順
序
で
現
わ
れ
る
傾
向
が
顕
肝
て
あ
る
。

右
の
"
0

お
よ
び
0

の
、
ア
列
と
の
結
合
旧
係
を
み
る
に
、
ア
列
と
鈷
合
す

を
オ
列
は
0

（
甲
）
の
垢
合
か
屈
本
的
な
結
合
屯
位
で
あ
り
、
a
ー
"
0

の
結

合
閃
係
げ

a
の
性
質
の
改
変
に
よ
る
も
の
か
、
脊
副
変
化
ま
た
は
類
推
の
結

ハ
ハ
ソ
（
杵
）

ァ
ロ
ジ
（
主
）
ミ
サ
。
コ
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果
生
じ
た
一
一
次
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

そ
の
場
合
に
0

お
よ
び
"
0
が
不
動
の
結
合
的
性
格
を
堅
持
し
て
い
た
と
は
考

(
5
)
 

え
ら
れ
な
い
。
ど
く
に
0

（
甲
）
は
こ
れ
ま
で
も
①

u
よ
り
の
派
生
（
一
部
派

(
6
)

（

7'）
 

生
）
、

5
＂
0

よ
り
の
派
生
、
⑱

a
u
な
ど
の
連
母
音
に
よ
る
合
成
、
等
の
さ

ま
ぎ
ま
の
名
叫
が
提
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
次
的
な
派
生
音
で
あ
る
と
す

る
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
発
生
に
つ
い
て
は
と
も
か

く
、

0
~
0

が
全
く
混
同
す
る
削
の
、
あ
る
時
代
に
お
い
て
、
0
"
0

の
母
音
の

相
迩
に
よ
っ
て
、
平
墨
義
弁
別
の
機
能
を
呆
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
確
実
で

あ
る
。り

一

音

節

語
コ

ゴ

コ

コ

a
コ
（
甲
）
子
、
籠
、
小
、
粉
こ
（
乙
）
木
、
代
名
祠
こ

ゾ
ソ
ソ
子
」
•
そ

b
ソ
（
甲
）
＋
磯
麻
そ
（
乙
）
背
衣
代
名
詞
そ
、
助
詞
そ

,r 

C

卜
（
甲
）
戸
、
門
、
聰
（
鋭
）
と
（
乙
）
助
詞
と

d
ノ

（

甲

）

野

の

（

乙

）

助

詞

の

モ

も

e
モ

（

甲

）

妹

も

（

乙

）

助

詞

も

藻

ョ

ょ

ょ

ょ

f
ョ

（

甲

）

夜

よ

（

乙

）

世

鑽

吉

徊

勁

詞

r
 

コ

a

（
甲
）
越
ス
、
（
乙
）
来
ス

b

（
甲
）
恋
フ
、
（
乙
）
乞
フ

コ

C

（
甲
）
越
ユ
、
（
乙
）
臥
ユ
？
d

（
甲
）
問
フ
、
（
乙
）
訪
フ
そ

と

?
e
(
m
)
殺
ル
、
．
（
乙
）
取
ル
？
f

(
甲
）
添
フ
、
（
乙
）
副
フ

0
"
0

の
対
立
を
も
つ
一
対
の
語
は
、
右
の
事
例
の
よ
う
に
そ
れ
ほ
ど
多
数

の
艇
跡
を
見
出
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
方
に
お
い
て
は

い
（
乙
）
こ
ル
（
伐
る
、
凝
る
、
懲
る
？
）

回
（
乙
）
そ
ム
（
築
む
、
始
む
）

い
（
乙
）
の
ム
（
飲
む
、
祈
む
）

上
代
に
お
け
る
オ
ホ
ヲ
三
音
節
の
使
用
事
例
と
そ
の
用
字
は
お
お
む
ね
次

(
8
)
 

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「オ
隅
田
八
幡
社
鋭
銘

意
柴
沙
加
直
I

元
腿
寿
窮
盤
銘

阿
米
久
爾
意
斯
波
耀
支
比
里
爾
波
称
己
等

意
等
加
斯
、
等
意
奴
弥

天
寿
國
曼
茶
羅
紬
転
銘

阿
米
久
爾
意
斯
波
留
支
比
里
爾
波
乃
称
己
等

上
宮
記
逸
文

怠
富
々
等
王

那
須
国
造
碑

意
斯
麻
呂

上

詞

聖

徳

法

王

帝

説

・

阿
米
久
紺
於
志
波
習
支
廣
庭
、
阿
米
久
爾
意
斯
波
密
支
比
里
紺
彼
乃
弥

己
等
、
和
何
於
保
支
芙
（
歌
謡
）

(6) (5) (4) (3) (2) (11 
曰
（
乙
）
の
ル
（
告
る
、
乗
る
）

翫
〈

lil)
モ
ル
（
漏
る
、
守
る
、
盛
る
？
）

N
（
乙
）
よ
ル
（
粒
る
、
因
る
、
寄
る
）

な
ど
の
語
に
不
均
衡
に
か
た
よ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な

対
応
、
分
布
の
差
異
は
、
そ
の
音
節
結
合
の
傾
向
と
共
に
、

0

:o
の
発
生
、

生
長
、
消
滅
の
過
程
を
そ
れ
そ
れ
陪
示
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
委

細
は
別
の
機
会
を
ま
つ
こ
と
と
す
る
。
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（
但
し
、
こ
の
二
例
と

⑦

古

事

記

が
サ
カ
〔
弛
名
）

オ
キ
め
（
人
名
）

窓
五
弘
謡
）
オ
キ
（
沖
）

が
ス
ヒ
夏
）
が
の
（
己
）
が
ひ
シ
〈
大
石
？
．
）
が
フ
ヲ
(

大
魚
）
オ
ホ
（
多
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
サ
ザ
キ
（
人
名
）
オ

ホ

ネ

（

大

根

）

＇

オ
モ
ハ
、
オ
モ
ヘ
（
思
）

メ
命
、
が
ケ
玉
（
命
、
天
門

（
本
文
）
日
子
國
オ
ケ
ッ
命
、
オ
ケ
ソ
ヒ

ヒ
ュ
れ
ス
王
、
如
ス
ヒ
（
襲
）
が
の
ご
ろ
昌
、
が
ホ
田
、
か

ホ
ア
マ
ヒ
メ
、
オ
ホ
カ
ム
ヅ
ミ
命
、
オ
ホ
ギ
タ
シ
ヒ
メ
、
オ

ホ
ケ
命
（
王
、
天
皇
）
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
、
オ
ホ
タ
ム
ワ
け
、

オ
ホ
ト
の
ヂ
神
、
オ
ホ
ナ
ビ
、
オ
ホ
ホ
ど
王
、
オ
ホ
ミ
ワ
、

オ
ホ
ヤ
マ
と
ク
ニ
ア
レ
ヒ
メ
命
、
ッ
プ
ラ
オ
ホ
ミ
、
ウ
ッ
シ

れ
ミ
、
が
レ
、
ワ
ニ
之
ヒ
フ
レ
ノ
れ
ホ
ミ

齢
（
歌
謡
）
オ
の
こ
ろ
ン
マ
、
オ
キ
（
沖
）
オ
キ
（
置
き
）
オ
ギ
め
（
人（

 

名
）
オ
シ
テ
ル
ヤ
（
枕
詞
）
オ
ス
ヒ
（
襲
）
オ
ソ
プ
ラ
ヒ

押
）
が
チ
（
洛
ち
）
が
ト
タ
ナ
バ
タ
（
人
名
〉
が
ハ
、
オ
ヒ

オ
ヘ
、
（
負
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
（
神
名
）
オ
ホ

サ
カ
（
地
名
）
オ
ホ
ネ
（
大
根
）
オ
ミ
（
臣
）
オ
モ
ハ
、
オ

モ
ヒ
（
思
）
が
イ
拿
9
)

（
本
文
〕
オ
カ
ミ
抑
、
閥
オ
カ
ミ
神
、
オ
キ
蝙
、
大
帯
fl
子
、
オ
シ
ろ

ワ
け
命
（
天
皇
）
オ
ど
山
津
見
神
、
オ
の
ご
ろ
嶋
、
オ
ボ
鈎

オ
ミ
ヅ
ヌ
抑

．
 

於
（
歌
謡
）
オ
ろ
ス
（
紬
ろ
す
）
オ
ハ
（
負
は
）

も
諸
本
派
）

（
訓
注
）
が
キ
（
臭
）

（
本
文
）
オ
も
ダ
ル
神
（
語
本
派
）

隠
（
本
文
）
出
キ
之
二
子
嶋

⑧

日

本

書

紀

意
（
本
文
）
ず
ホ
カ
ラ
国
、
か
ル
村
（
朝
鮮
）
打
タ
ラ

(.11
済
人
名
）

オ
シ
ヤ
マ
キ
ミ
（
人
名
）
鬼
部
辻
率
オ
シ
（
人
名
）

齢
（
歌
鰐
）
オ
ホ
ミ
キ
工
大
御
洒
）

オ
と
ナ
ヒ
（
喧
椀
）
オ
ウ
宿
禰

（
本
文
）

於
（
歌
品
）
九
ヵ
〔
置
か
）
が
キ
め
（
人
名
）
が
キ
タ
チ
（
起
立
ち
）
が

こ
ナ
ヒ
（
行
ひ
）
オ
サ
カ
（
地
名
）
オ
シ
テ
ル
（
枕
叫
）
オ

シ
ヌ
ミ
（
忍
悔
）
オ
シ
（
抑
し
）
オ
チ
（
落
ち
）
オ
の
（
己
）

オ
ハ
（
負
は
）
オ
ハ
セ
ル
（
帯
は
せ
る
）
オ
ホ
イ
シ
（
大
石
）

が
ホ
（
大
）
が
ホ
（
多
）
が
ホ
サ
カ
（
大
坂
）
が
ポ
ネ
（
大

板
）
オ
ホ
ハ
コ
（
人
名
）
オ
ホ
マ
ヘ
（
大
伽
）
オ
ホ
モ
ノ
ヌ

シ
（
大
物
主
）
オ
ミ
（
臣
）
オ
モ
シ
ロ
キ
（
而
白
き
）
ア
ヒ

オ
モ
ハ
、
オ
モ
フ
(

m

i

)

オ
モ
ホ
ユ
ル
（
息
ほ
ゆ
る
）
オ
ヤ

（
親
）
オ
ヤ
ジ
（
同
じ
）
オ
ル
（
織
る
）

〔
木
文
）
オ
カ
ミ
（
埒
心
）
オ
ン
ハ
ラ
ヒ
（
伐
）
オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
（
大
己

貫
）
か
ホ
キ
タ
（
順
田
）
が
ホ
ヒ
ル
メ
の
ム
チ
（
大
口
貨
貴
）

オ
ミ
（
使
主
）
オ
モ
（
丑
）
オ
モ
テ
（
而
）
オ
ユ
（
老
〉
オ

．

ろ

け

（

人

名

）

憶
（
歌
講
）
れ
キ
（
神
）

い
（
本
又
）
オ
キ
洲
（
買
詞
ア
リ
、
四
ヵ
）
オ
キ
（
同
上
）
オ
ケ
エ
（
天

皇）

飯
（
歌
謡
）
オ
キ
（
沖
）
オ
キ
（
四
き
）
オ
シ
（
池
名
）
オ
シ
（
押
し
）
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オ
の
（
己
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
サ
カ
（
池
名
）
オ
ホ
マ
ヘ
（

大
飢
）
九
ホ
ロ
カ
ニ
（
凡
）
が
‘
、
（
臣
）

（
本
文
）
オ
シ
ワ
ク
（
抗
別
）
オ
ス
（
圧
す
）
オ
モ
の
き
（
骨
木
邑
）

が
レ
〔
爾
）

乙
薮
眠
）
か
と
タ
ナ
ハ
タ
（
弟
緑
女
）

殴
（
本
文
）
オ
ノ
こ
ろ
島

⑲

万

葉

集

意
：
ウ
チ
オ
ギ
（
う
ち
置
き
）
オ
イ
ヅ
ク
（
老
づ
く
）
オ
カ
、
オ
キ
（
し
直
）

オ
カ
シ
（
肛
カ
シ
）
オ
キ
（
沖
）
オ
キ
マ
ろ
（
人
名
）
オ
ク
カ
（
奥

処
）
オ
ク
リ
（
込
り
）
オ
ソ
ヒ
ラ
キ
（
押
し
ひ
ら
き
）
オ
チ
（
落
ち
）

か
の
（
己
）
か
ヒ
（
追
ひ
）
打
ホ
キ
、
ミ
（
大
君
）
訂
ホ
ニ
（
凡
に
）

オ
ホ
ポ
｀
ン
ク
（
他
）
オ
モ
（
母
）
オ
モ
テ
（
面
）
オ
モ
ハ
、
オ
モ
ヒ

オ
壬
フ
、
オ
モ
ヘ
（
田
i

)

オ
モ
ホ
ユ
、
オ
モ
ホ
ュ
ル
（
思
）
オ
ヤ
（

父
母
）
オ
よ
ツ
（
老
よ
し
？
）

於
：
・
が
力
、
引
キ
、
が
ク
、
か
ケ
、
打
ケ
ル
、
れ
ケ
レ
（
置
）
が
カ
レ

（
置
）
か
カ
ミ

([m)
が
キ
（
沖
）
が
キ
ソ
（
息
闘
）
オ
キ
ナ
（
〈
き

オ
キ
ナ
ガ
河
波
、
オ
キ
ナ
サ
び
（
翁
さ
び
）
．
オ
ギ
ろ
ナ
キ
、
オ
ク
（

奥
）
が
ク
カ
（
奥
処
）
出
ク
ッ
キ
（
奥
津
城
）
が
ク
ヤ
マ
ノ
（
枕
詞
）

れ
ク
ラ
、
が
ク
リ
、
か
ク
ル
、
が
ク
レ
（
賠
、
送
、
後
）
が
こ
セ
（

遣
）
が
サ
ヘ
（
押
さ
へ
）
が
ソ
（
押
し
）
か
シ
テ
ル
（
枕
詞
）
叶
シ

テ
ル
宮
、
オ
ソ
テ
ル
ヤ
（
枕
祠
）
オ
ソ
ナ
ヘ
（
抑
し
な
べ
）
オ
ゾ
ベ

（
磯
辺
）
れ
ノ
ワ
け
（
抑
し
わ
け
）
が
そ
（
鈍
、
遅
）
が
ノ
キ
〔
即
{

衣
）
オ
そ
ブ
ル
（
抑
そ
ぶ
る
）
が
タ
ハ
フ
、
オ
チ
、
オ
ツ
ル
（
落
）

オ
と
（
音
）
オ
ナ
ジ
、
オ
ナ
ジ
キ
（
同
じ
）
オ
の
（
己
）
オ
の
ヅ
マ

（
己
妻
）
オ
の
と
モ
オ
の
ヤ
、
オ
の
レ
（
己
）
オ
バ
セ
ル
（
帯
に
せ

る
）
オ
ハ
ル
（
生
に
る
）
オ
ひ
、
オ
フ
、
オ
フ
ル
（
生
）
オ
ヒ
（
帯
）

オ
ヒ
そ
箭
、
オ
ヒ
、
オ
フ
、
オ
ヘ
ル
、
オ
フ
セ
盆
負
）
オ
ホ
カ
ル
、

が
ホ
キ
、
が
ホ
ク
、
ず
ホ
ケ
、
が
ホ
‘
`
、
（
多
）
出
ホ
キ
ミ
（
大
君
）

オ
ホ
ク
メ
工
大
久
米
）
オ
ホ
サ
、
オ
・
ホ
シ
、
オ
ホ
セ
ル
（
生
）
オ
ボ

ッ
カ
ナ
キ
、
オ
ボ
ッ
カ
ナ
ク
（
霞
束
無
）
オ
ホ
ど
レ
ル
、
オ
ホ
ナ
ム

チ
（
入
汝
買
）
オ
ホ
ニ
（
凡
）
オ
ホ
野
ろ
、
え
ホ
の
浦
、
オ
ホ
ヒ
（

「
し
ひ
）
オ
ホ
ブ
ネ
の
（
枕
孟
）
オ
ホ
ホ
シ
ク
（
他
）
オ
ホ
ヤ
ガ
ハ
ラ

（
地
名
）
叶
ホ
ろ
カ
ニ
〔
凡
）
引
ホ
ヰ
グ
サ
（
草
）
が
め
ガ
ハ
リ
（

而
変
り
）
オ
め
ホ
（
思
）
オ
モ
（
面
）
オ
モ
（
母
）
オ
モ
カ
ゲ
〔
面

影
）
が
モ
ガ
タ
（
面
形
）
が
モ
ガ
ハ
リ
（
而
変
り
）
が
モ
ソ
ロ
キ
(

両
11
き
）
オ
モ
ハ
、
オ
モ
ヒ
、
オ
モ
フ
、
オ
モ
ヘ
、
オ
モ
ヘ
ラ
、
オ

モ
ヘ
リ
、
オ
モ
ヘ
ル
、
オ
モ
ヘ
レ
（
田
心
）
オ
モ
ハ
ヘ
（
思
）
オ
モ
ハ

ュ
、
が
モ
ハ
ユ
ル
、
が
モ
ハ
ル
ル
（
息
）
が
モ
ホ
サ
、
が
モ
ホ
シ
、

オ
モ
ホ
シ
キ
、
オ
モ
ホ
シ
メ
ジ
、
オ
モ
ホ
ス
、
オ
モ
ホ
セ
、
〔
思
）

オ
モ
ト
ユ
、
オ
モ
ユ
ル
、
オ
モ
ホ
エ
（
思
）
オ
モ
ヤ
（
面
輪
？
．
）
オ

ヤ
〔
父
母
〉
オ
ヤ
シ
（
同
じ
）
オ
よ
ヅ
レ
（
妖
）
オ
ラ
ビ
（
叫
び
）

が
ろ
カ
ニ
（
愚
）
州
ろ
ン
（
下
）
引
ろ
ス
ヱ
（
下
ろ
す
ゑ
）
隕
部
オ

ュ
、
フ
リ
が
こ
シ
（
振
り
起
し
）
ミ
切
モ
ワ
（
御
面
）
．

憶
・
：
が
ホ
キ
ミ
（
大
君
）

応
：
・
が
ビ
（
帯
）

訊
…
オ
ウ
の
詣

⑩

常

呼

屈

土

記

意
支
（
沖
）

⑪

出

雲

風

土

記

0

0

 

0
 

0
.
 

意
：
．
窯
忍
、
意
字
、
意
陀
支
礼
、
意
支
都
久
辰
為
命
、
許
訊
記
、
伊
悶
意

,
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保
須
美
比
古
佐
和
氣
能
命
、
意
美
豆
努
命
、
伊
怒
意
保
須
美
比
古
佐

倭
氣
能
命
、
意
保
美
社
、
意
保
美
小
川
、
意
保
美
浜
、
意
能
保
浜
、

意
美
豆
努
命

於
：
．
都
於
嶋
、
於
豆
振
崎

隠
•
•
隠
岐

岡
播
磨
風
土
記

意
：
賀
意
理
多
之
谷
、
意
伎
、
意
比
川
、
意
保
和
知
（
人
名
）
、
意
哭
（
人

名
）
意
美
（
人
名
）

於
・
：
於
和
、
於
和
村
、
於
哭
（
人
名
）

邑
…
邑
宝
里

⑬
豊
後
風
土
記

意

：

志

努

汗

意

拘

（

人

名

）

．

於
：
・
於
箇
美
（
蛇
匝
）
、
玖
磨
噌
於
（
哄
？
．
）

個
肥
前
風
土
記

意
・
意
登
比
賣
（
弟
媛
）

痰
・
・
・
球
磨
噌
吸

囮
続
日
本
紀
宣
命

意
：
・
オ
ダ
ヒ
ニ
（
穏
ひ
に
）
オ
の
ガ
弱
児
、
オ
ホ
キ
（
大
き
）

於

．．
 
引
ダ
ヒ
ニ
（
穏
ひ
に
）
引
の
モ
れ
の
モ
（
己
）
が
ホ
セ
（
仰
せ
）
れ

ホ
マ
シ
マ
ス
（
大
御
坐
）
が
モ
ジ
キ
（
主
じ
き
）
が
モ
プ
け
（
面
向

け
）
引
モ
ホ
サ
ク
（
思
）
が
よ
ヅ
レ
（
妖
）
が
ャ
（
親
）

閥

新

訳

華

厳

経

音

義

私

記

．

‘

於
・
・
オ
の
ガ
（
己
）
オ
の
レ
（
己
）
オ
シ
フ
ス
（
抑
）

灸
：
・
が
ろ
そ
カ
ニ
（
辣
）
の
チ
ク
イ
が
よ
ボ
ス
ナ
（
後
悔
無
及
）

⑰
仏
足
石
歌

0

0

 

0
 

0
 

於
・
・
・
フ
‘
‘
、
オ
ケ
ル
（
置
）
ウ
ッ
シ
オ
キ
（
置
）
オ
と
レ
ル
（
劣
）
オ
ホ
‘
‘
、

0
 

0
 

0
 

（
多
）
オ
ホ
ミ
ア
と
（
大
）
オ
ホ
キ
、
、
、
（
大
）
オ
ヅ
（
畏
ヅ
）

「
ホ
」

上
宮
記
逸
文

゜

凡
牟
都
和
希
王
、
意
宮
々
等
王
、
乎
冗
等
大
王

上
宮
聖
徳
法
王
帝
説

0

0

 

菩
岐
々
美
郎
女
、
佐
窟
女
王
、
播
府
同
揖
保
郡
、
和
何
於
保
支
美
（
歌

謡）法
隆
む
金
堂
四
天
王
像
光
背
銘

薬
師
徳
保

向

古

事

叫

冨
（
歌
謡
）
ク
ニ
の
ホ
（
秀
）
ヤ
チ
ホ
コ
の
（
八
千
の
矛
）
オ
ホ
ク
ニ
ヌ

シ
（
大
国
主
）
オ
ホ
カ
ハ
ラ
（
大
河
原
）
オ
ホ
キ
、
、
、
（
大
君
）

オ
ホ
サ
カ
（
地
名
）
オ
ホ
サ
ザ
キ
（
人
名
）
オ
ホ
タ
ク
、
‘
‘

（
大
匠
）
オ
ホ
ネ
（
大
根
）
オ
ホ
マ
ヘ
（
大
前
）
オ
ホ
ミ
ヤ

（
木
邑
）
オ
叫
ム
ロ
ヤ
（
大
室
屋
）
オ
叫
ヰ
コ
（
大
猪
子
）

オ
ホ
‘
‘
、
キ
（
大
御
酒
）
オ
ホ
ヲ
（
大
魚
）
オ
ホ
ケ
ク
（
多
）

と
ホ
レ
（
迎
）
と
ホ
と
ホ
シ
（
辿
）
ハ
ヒ
モ
と
ホ
ろ
フ
、
イ

ハ
ヒ
モ
と
ホ
リ
、

（
本
文
）
ホ
と
（
陰
）
ホ
と
タ
タ
ラ
イ
ス
ス
キ
ヒ
メ
命
、
ホ
ラ
（
洞
）

オ
ホ
臣
、
オ
ホ
ア
マ
ヒ
メ
、
オ
ホ
カ
ム
ヅ
ミ
命
、
オ
ホ
ギ
タ

シ
ヒ
メ
、
オ
ホ
ケ
命
（
王
、
天
皇
、
諸
本
異
同
ア
リ
）
オ
ホ
タ

タ
ネ
コ
（
命
）
オ
ホ
タ
ム
ワ
け
、
オ
ホ
ト
の
ヂ
神
、
オ
ホ
ナ

ビ
、
オ
ホ
ホ
ど
王
、
オ
ホ
こ
ど
王
、
ワ
ニ
之
ヒ
フ
レ
の
オ
ホ

ミ
、
ッ
プ
ラ
オ
ホ
ミ
、
オ
ホ
ミ
ワ
之
大
神
前
、
オ
ホ
ヤ
マ
と

(3) (2j (1J 
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そ
ホ
リ
神
、
と
ホ
シ

ク
ニ
ア
レ
ヒ
メ
命
、
山
田
之
そ
ホ
ど
、

郎
女

本
（
歌
語
）
ホ
ナ
カ
（
火
中
）
マ
印
ろ
バ
（
秀
）
叫
タ
リ
（
秀
）
印
ツ
ェ

（
上
ツ
枝
）
引
ツ
モ
リ
（
秀
）
ホ
ム
タ
の
ヒ
の
ミ
コ
（
人
名
）

ミ
ガ
ホ
シ
（
欲
）
と
よ
ホ
キ
（
祝
）
ホ
キ
ク
ル
ホ
シ
（
祝
キ

狂
）
ホ
キ
も
と
ホ
シ
（
祝
キ
廻
）
シ
マ
リ
も
と
ホ
シ
（
廻
）

ウ
ラ
コ
ホ
シ
（
恋
）
イ
ホ
チ
（
五
百
箇
）
ン
ホ
（
潮
）
ニ
ホ

ど
リ
（
鳩
鳥
）
ミ
切
ど
リ
（
機
鳥
）
ヤ
印
二
よ
シ
、

（
本
文
）
引
キ
歌
、
叫
ム
チ
ワ
け
命
、
大
江
之
イ
ザ
叫
ヮ
け
命
（
王
、

天
皇
）
オ
ホ
切
と
王
、
サ
叫
ヒ
コ
王
（
命
）
サ
的
ヒ
メ
命
、
サ

叫
穴
太
部
之
別
、
サ
印
‘
よ
そ
夕
叫
ビ
メ
命
、
ヲ
ザ
叫
王
、

ヲ
ホ
ど
命

菩
（
歌
謡
）
カ
ム
叫
キ
（
祝
）

（
本
文
）
天
之
叫
ヒ
の
命
、
天
印
ヒ
命
（
呻
）

薯

（

本

文

）

ミ

的

と

（

陰

）

．

番
（
本
文
）
叫
と
（
陰
）
州
（
の
）
ニ
ニ
キ
命
、
天
津
日
高

n子
か
の
二

ニ
ギ
命
、
日
子
ホ
の
二
二
千
命
、
天
氾
日
壬
ホ
の
ニ
ニ
ギ
命

ニ
叫
（
人
名
）

品
（
本
文
）
叫
ム
ツ
ワ
け
命

煩
（
歌
謡
）
ヒ
ハ
ボ
そ
（
細
）
の
ボ
リ
、
の
ホ
レ
（
登
）

（
本
文
）
ォ
的
鉤
、
の
和
野

伽

日

本

書

紀

保
（
歌
謡
）
叩
キ
（
寿
き
）
カ
ム
い
キ
（
神
寿
き
）
と
よ
叫
キ
（
豊
寿
き
）

印
シ
（
飲
し
）
印
ツ
ェ
（
上
つ
枝
）
オ
モ
叫
ユ
ル
（
息
ほ
ゆ

る
）
ク
ル
叫
シ
（
狂
ほ
し
）
と
恥
ヒ
と
（
遠
人
）
フ
叫
こ
モ

リ
（
ふ
ほ
ご
も
り
）

（
本
文
）
料
ク
ラ
（
神
庫
）
叫
サ
キ
（
仇
之
）
ウ
的
ナ
（
免
釉
名
）
オ

吋
キ
タ
（
碩
田
）
オ
月
ヒ
ル
メ
の
ム
チ
（
大
日
露
貴
）
カ
ム

ホ
サ
キ
（
神
祝
）
、
、
、
ホ
（
三
穂
）

宣
（
本
文
）
オ
ホ
カ
ラ
国
（
大
加
羅
）
そ
ホ
県
、
ウ
ル
そ
ホ
リ
チ
干
（
新

羅
王
）
ホ
ラ
モ
チ
（
新
羅
人
名
）
こ
ホ
リ
チ
カ
（
加
羅
人
名
）

~
 

カ
ホ
セ
匡
、
ホ
ど
（
人
名
）
の
び
こ
糾
リ
（
半
島
地
名
）

褒
（
歌
謡
）
シ
[
(
塩
）

（
本
文
）
ホ
そ
き
（
曼
椒
）
ホ
ナ
シ
ア
ガ
リ
（
元
火
あ
が
り
）
ホ
の
ス

ソ
リ
（
火
の
す
そ
り
）
ホ
ホ
（
焼
火
）
＊
ム
タ
（
鞘
）
オ
ホ
ア

ナ
ム
チ
（
大
己
貴
）
そ
ホ
リ
の
ヤ
マ
、
（
添
山
）
と
ホ
ル
（

行
去
）
の
和
野

報
（
歌
謡
）
出
リ
（
欲
り
）
ミ
カ
ソ
馴
（
み
か
し
ほ
）

諮
（
歌
謡
）
オ
い
バ
コ
（
人
名
）

費
（
歌
謂
）
オ
ホ
イ
シ
（
火
石
）

（
本
文
）
ホ
チ
（
半
島
村
名
）

倍
（
歌
謡
）
ィ
キ
ど
ホ
ろ
シ
（
憤
ろ
し
）
ニ
ホ
ど
り
（
應
烏
）
マ
ホ
ラ
マ

（
出
ほ
ら
ま
）
モ
と
印
リ
、
モ
と
印
ル
□

廻
）

（
本
文
）
イ
カ
シ
印
こ
（
厳
矛
）
ホ
叫
（
燦
火
）

朋
（
歌
謡
）
＊
（
秀
）
ホ
シ
（
欲
し
）
オ
ホ
キ
ト
（
大
き
門
）
オ
ホ
キ
ミ

（
大
君
）
オ
ホ
ケ
ク
（
多
け
く
〕
オ
ホ
サ
カ
（
地
名
）
オ
ホ

ネ
（
大
根
）
オ
叫
マ
ヘ
（
大
前
）
オ
引
ミ
キ
（
大
御
酒
）
オ

ホ
ミ
フ
ネ
（
大
御
舟
）
オ
ホ
ム
ロ
ヤ
（
大
室
屋
）
オ
ホ
モ
の

ヌ
シ
（
大
物
主
）
オ
ホ
ろ
カ
ニ
、
の
ボ
り
、
の
ボ
ル
、
の
ボ

レ
（
登
）
よ
ろ
叫
ヒ
（
寄
ろ
ほ
ひ
）
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叫
（
五
百
）
ウ
シ
的
（
潮
）
オ
切
キ
‘
‘
、
(

哀
（
歌
謡
）
ホ
ル
（
欲
る
）
イ

大
君
）
オ
ホ
タ
チ
（
大
太
刀
）
オ
ホ
マ
ヘ
（
大
前
）
オ
ホ
ヤ

け
（
大
宅
）
コ
ホ
シ
キ
（
恋
し
き
）
シ
ホ
セ
（
潮
類
）
そ
ボ

チ
（
油
ち
）
と
が
ラ
セ
（
通
ら
せ
）
の
糾
り
（
登
り
）
ヲ
サ

・
ホ
（
小
佐
保
）

抱
（
本
文
）
ホ
ツ
マ
ク
ニ
（
秀
真
國
）

陪
（
歌
謡
）
，
モ
と
ホ
シ
（
廻
、
ソ
）

菩
（
本
文
）
ヤ
糾
（
淡
人
名
）

本
（
本
文
）
こ
ホ
旱
（
加
羅
国
王
名
）

煩
（
歌
謡
）
の
剥
レ
ル
（
登
れ
る
）

佃

万

葉

集

保
・
・
・
ア
サ
ガ
ホ
の
（
枕
詞
）
ア
サ
‘
‘
、
ホ
ミ
チ
、
ア
シ
ホ
ヤ
マ
、
ア
ホ
山
、

イ
カ
ホ
、
（
地
名
）
イ
キ
ど
ホ
ル
）
憤
る
（
イ
ナ
サ
ホ
そ
江
、
イ
ハ

ホ
（
巌
）
イ
ホ
チ
（
五
百
ち
）
イ
ホ
麿
、
イ
ホ
リ
（
庵
）
オ
ホ
ヰ
草

ォ
的
カ
ル
、
オ
叫
キ
、
オ
的
ク
、
オ
肘
ケ
、
オ
吋
ミ
、
（
多
）
オ
利

（
大
）
オ
討
ク
め
（
大
久
米
）
オ
叫
サ
、
オ
が
シ
、
オ
吋
セ
ル
（
生
）

オ
ホ
ミ
マ
、
オ
ホ
セ
（
負
）
オ
ボ
ッ
カ
ナ
、
オ
ホ
ど
レ
ル
、
オ
ホ
ナ

ム
チ
、
オ
ホ
ニ
（
凡
に
）
オ
ホ
の
ウ
ラ
、
オ
ホ
ヒ
、
オ
ホ
プ
ネ
の
（

ラ
、
オ
ホ
ろ
ヵ
ニ
（
凡
ろ
か
に
）

枕
詞
）
オ
ホ
ホ
シ
ク
、
オ
ホ
ヤ
ガ
ハ

オ
め
ホ
、
オ
モ
ホ
エ
、
オ
モ
ホ
サ
、
オ
モ
ホ
シ
、
オ
モ
ホ
シ
キ
、
オ

モ
ホ
シ
メ
シ
、
オ
モ
ホ
シ
メ
ス
、
オ
モ
ホ
ス
、
オ
モ
ホ
セ
、
オ
モ
ホ

ナ、

．
 

セ
ル
、
オ
モ
ホ
ュ
、
オ
モ
ホ
ュ
ル
（
思
）
垣
ホ
、
カ
ホ
ガ
ハ
カ
ホ

ど
り
、
カ
ホ
バ
ナ
、
カ
ホ
ヤ
ガ
ヌ
マ
、
カ
リ
ホ
（
仮
庵
）
キ
ホ
ヒ
(

ー
キ
、
コ
印
シ
ク
（
恋
）

競
ひ
）
ッ
ク
ホ
リ
、
ク
ロ
ホ
の
ネ
ろ
、
コ
ホ
シ

こ
ホ
リ
（
氷
）
サ
カ
の
ボ
ル
、
サ
ホ
、
シ
ホ
（
潮
、
塩
）
シ
ホ
ひ
、

シ
ホ
フ
ネ
の
、
シ
ホ
ホ
ニ
、
シ
ホ
ミ
、
シ
ラ
と
ホ
ク
、
そ
ホ
船
、
そ

ホ
零
、
タ
カ
チ
ホ
の
夕
け
、
タ
マ
ホ
こ
の
（
枕
詞
）
タ
モ
と
ホ
リ
（

廻
）
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
と
ど
こ
ホ
リ
、
と
ヘ
タ
ホ
ミ
、
と
ホ
、
と
ホ
カ

と
ホ
キ
、
と
ホ
ク
、
と
ホ
け
、
と
ホ
ミ
、
と
ホ
シ
（
遠
）
と
ホ
シ
ロ

シ
、
と
ホ
ラ
セ
、
と
ホ
リ
、
（
通
）
と
リ
オ
ホ
セ
、
ナ
ホ
（
猜
）
ホ

（
穂
）
ニ
ホ
と
り
の
（
枕
）
ニ
ホ
ハ
、
ニ
ホ
ハ
シ
、
ニ
ホ
ハ
ス
、
ニ

甜
ハ
セ
、
二
叫
ヒ
、
二
吋
フ
、
二
糾
ヘ
リ
、
二
叫
ヘ
ル
（
匂
）
の
剥

ラ
、
の
ボ
リ
、
の
ボ
ル
、
の
ボ
レ
（
登
）
ハ
ホ
（
這
ほ
）
＊
シ
（
星
）

フ
セ
イ
ホ
（
伏
庵
）
ホ
カ
（
外
）
ホ
キ
、
ホ
ク
（
寿
）
ホ
こ
り
（
誇
）

ホ
サ
ル
、
ホ
ス
（
干
）
ホ
シ
、
ホ
シ
キ
（
欲
）
ホ
ツ
ェ
、
ホ
ッ
ク
カ

ホ
ッ
テ
、
ホ
ど
（
程
）
ホ
ど
け
（
解
）
ホ
と
と
ギ
ス
、
ホ
と
ホ
と
（

殆
）
＊
ど
ろ
二
、
ホ
ビ
こ
リ
、
ホ
ホ
カ
シ
ハ
、
ホ
ホ
マ
レ
（
含
）
ホ

よ
、
ホ
リ
（
欲
）
ホ
リ
エ
、
ホ
ろ
ボ
サ
（
滅
）
マ
そ
ホ
、
マ
ホ
ラ
、

ミ
ヅ
ホ
國
、
ム
ス
ボ
レ
（
結
）
モ
と
ホ
リ
（
廻
）
ヤ
ホ
こ
（
八
矛
）

富
…
シ
叫
フ
ネ
、
と
糾
ツ
ヒ
と
（
枕
詞
）
フ
タ
和
ガ
み
、
剥
こ
ろ
へ
（
誇
）

ホ

と

と

ギ

ス

、

ホ

ろ

二

、

吾

オ

ホ

キ

ミ

、

，

賓
：
引
ホ
山
、
シ
和
（
潮
）
と
剥
リ
（
通
）
二
叫
烏
、
二
糾
ハ
サ
、
二
叫

ヒ
、
二
却
ク
、
ニ
ホ
ヘ
ル
（
匂
）
＊
叫
カ
シ
ハ
、
吋
め
（
賞
め
）

凡
…
ォ
吋
ニ

朋
・
・
・
そ
ホ
フ
ネ

抱
・
・
・
ア
吋
（
逢
ほ
）
ア
ャ
叫
力
（
危
）
イ
カ
叫
の
ネ
ろ
、
オ
的
野
ろ
、
オ

モ
引
ス
（
思
）
サ
ど
叫
‘
‘
、
（
遠
）
と
刹
力
、
と
が
キ
（
遠
）
二
叫
フ

（
匂
）
ハ
ホ
（
這
ほ
）
モ
ホ
（
思
ほ
）
カ
ホ
（
顔
）
シ
ホ
フ
ネ
の
、

煩
・
・
・
オ
吋
ホ
シ
ク
、
オ
叫
ろ
カ
ニ
、
の
切
ル
（
登
る
）
的
ろ
ボ
サ
（
滅
）

｀
ミ
ッ
叫
（
水
泡
）
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⑦
常
陸
風
土
記

保
…
伊
似
利
（
庵
り
）

⑧
出
雲
風
土
記

保
：
・
斯
保
禰
社
、
美
保
（
郷
、
社
、
沼
、
埼
）
三
保
社
、
布
奈
仰
社
、
伊

農
意
保
須
美
比
己
佐
和
気
能
命
、
伊
努
意
保
須
美
比
古
佐
倭
気
能
命

怠
保
美
（
社
、
小
川
、
濱
）
宇
礼
保
甜
、
意
能
保
浜
、
保
乃
加
社

富
：
那
富
乃
夜
社
~

佃
播
磨
風
土
品

0

,

 

゜

保
・
・
・
伊
保
山
、
芙
保
山
、
英
保
（
村
、
里
）
小
保
己
一
（
人
名
）
揖
保
郎
、

意
保
和
知
（
人
名
）

菩
：
阿
菩
大
神

宝
：
邑
宝
里

富
：
字
知
賀
久
牟
豊
宮
命
、
阿
宮
山

報
…
伊
対
報
和
氣
命

⑩
豊
後
風
土
記

保
…
保
都
米

仰
新
釈
草
厳
経
音
義
私
出

保
．．． 
印
こ
（
矛
）
ホ
カ
シ
キ
カ
タ
チ
（
他
形
）
ソ
リ
の
出
レ
ル
也
（
降
起
）

の
チ
ク
イ
オ
よ
ボ
ス
ナ
（
後
悔
艇
及
）
ユ
ル
ホ
シ
（
縦
）

⑬

仏

足

石

歌

保
…
ホ
と
け
（
仏
）
オ
ホ
ミ
（
多
み
）
よ
そ
十
ヒ
（
装
ひ
）
オ
モ
ホ
ユ
ル

（
思
ほ
ゆ
る
）
オ
ホ
ミ
ア
と
（
大
御
足
跡
）
ホ
ろ
ブ
（
滅
ぶ
）
オ
ホ

キ
ミ
（
大
君
）

⑬
続
日
本
紀
五
命

保
・
・
・
ィ
と
ホ
ソ
ミ
（
憐
し
み
）
オ
ホ
キ
（
多
き
）
オ
ホ
セ
給
フ
、
オ
ホ
マ

シ
マ
ス
、
思
叫
ス
、
よ
ろ
こ
印
シ
（
喜
ぽ
し
〉
廻
司
リ
、
叫
二
（
頬

に）

震
．．
 

と
ホ
ラ
ソ
、
ど
叶
ラ
ス
（
通
）
オ
℃
[
サ
ク
自
芦
心
さ
‘
〗

「

ヲ

」

①
天
寿
國
菱
茶
羅
繍
帳
銘

゜

乎
：
・
乎
沙
多
宮

⑳

上

宮

出

逸

文

0

0

0

 

乎
：
・
乎
非
王
、
乎
波
智
君
、
乎
冨
等
大
公
下

⑱
船
首
王
後
墓
詰

。

乎
…
乎
娑
胞
宮

④

古

事

記

（
 

哀
（
歌
講
）
ヲ
（
尾
）
ヲ
・
助
詞
）
ヲ
（
命
）
ヲ
ヤ
（
小
屋
）
ヲ
ブ
ネ

小
船
）
ヲ
タ
ニ
（
地
名
）
ヲ
カ
（
岡
）
ヲ
こ
（
愚
）
ヲ
ス
（

食
す
）

71ダ
テ
（
地
名
）

JI
チ
ナ
ミ
（
拙
劣
）
引
と
ソ
孟
収

喜
71
ツ
（
地
名
）
引
ノ
（
小
野
）
引
ハ
リ
（
地
名
）
引
マ

ヘ
ス
ク
ネ
（
人
名
）
ヲ
ミ
ナ
（
女
）
ヲ
ム
ロ
が
タ
ケ
、
ヲ
リ

引
ル
（
居
）
ア
引
（
青
）
ア

71
ナ
（
昔
）
ア

71
ニ
よ
シ
（
枕

フ
71
（
大
魚
）
こ
ヲ
ろ
、
サ
ヲ
と

日
）
ア
リ
ヲ
（
地
名
）
オ

リ
（
躍
）
と
引
(
+
)
ナ
引
リ
（
波
折
）
マ
叶
ス
〔
申
す
）

（
本
文
）
ヲ
（
助
詞
）
ヲ
ケ
エ
（
命
）
ヲ
ケ
ッ
ヒ
メ
命
、
ヲ
ザ
ホ
王
、

ヲ
ど
ヒ
メ
、
ヲ
と
コ
（
男
）
イ
ヅ
シ
ヲ
ヒ
メ
（
神
）
ヲ
ナ
ベ

丁
、
ヲ
ナ
ベ
郎
女
、
ヲ
ホ
ど
節
、
ヲ
マ
ろ
コ
王
、
こ
フ
ろ
こ

ヲ
ろ
、
と
ヲ
之
別
、
火
ヲ
リ
命
、
ヲ
ス
（
食
）

ヲ
（
男
）
ヲ
（
助
詞
）
ヲ
キ
広
仇
き
）

遠
（
歌
謡
）
ヲ
（
緒
）
ヲ
久
叩
）

71と
メ
（
乙
女
）
ア

71
（青）
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キ
シ
八
尺
勾
送
、
ヲ
エ
、
八
俣
ヲ
ろ
チ
、
と
ヲ
ヲ
と
ヲ
ヲ

（
本
文
）
引火
司
リ
命

伺

日

本

書

紀

烏
（
歌
説
）
引
（
命
）
可
（
助
詞
）
可
サ
カ
（
小
坂
）
引
シ
盆
粋
国
）
ヂ

ダ
テ
（
地
名
）
ヲ
ヂ
（
名
翁
）
ヲ
チ
カ
タ
（
彼
方
）
ヲ
と
メ

（
少
女
）
ヲ
ハ
ヤ
シ
（
小
林
）
ヲ
ハ
リ
（
尾
張
）
ヲ
．
マ
ヘ
ス

ク
ネ
（
人
名
）
引
リ
（
居
り
）
．
引
ろ
ガ
ミ
（
拝
み
）
ア
引
（

青
）
ア
ヲ
ニ
よ
シ
（
枕
叫
）
カ
タ
ヲ
カ
ヤ
マ
（
片
岡
山
）

サ
ヲ
（
綽
）
サ
ヲ
ハ
シ
（
さ
小
橋
）
マ
ヲ
人
〔
申
す
）
ム
カ

ッ
引
（
向
ツ
峰
）

（
本
文
）
引
グ
ナ
拿
墨
男
）
プ
タ
ケ
び
（
雄
詰
〗
ブ
ヂ
（
ど
翁
）
引
チ

カ
タ
（
彼
方
）
引
と
コ
（
少
男
）
引
ト
メ
（
少
女
）
引
ナ
ベ

，
（
小
直
）
引
ャ
ラ
フ
ル
（
欽
喫
）
ウ
ッ
シ
キ
ア
フ
ヒ
と
グ
サ

（
顕
見
蒼
生
）
サ
ヲ
バ
シ
（
さ
小
橋
）
ヒ
タ
ヲ
（
，
頓
丘
）
マ

タ
の
ヲ
（
人
名
）
ヲ
マ
ろ
（
人
名
）
ヲ
ナ
ラ
（
人
名
）

嗚
（
歌
謡
）
引
（
助
国
）
引
サ
ホ
（
小
佐
保
）
可
ン
ケ
ク
（
晶
し
け
く
）

引
し
ろ
（
尾
代
）
引
そ
ネ
（
地
名
）
引
ム
ラ
（
小
村
）
ア
セ

ヲ
、
ア
リ
ヲ
（
在
丘
）
ア
ヲ
ニ
よ
シ
（
枕
）
ウ
ヲ
（
魚
）
ナ

ヲ
リ
（
波
折
）
マ
ヲ
ス
（
申
す
）

（
本
文
）
引
タ
ケ
び
（
雄
詰
）
サ
丁
シ
カ
（
牡
巽
）
ス
サ
の

71尊

瑞
（
歌
謡
）
引
（
助
詞
）
引
セ
（
飲
せ
）
コ
ハ
ダ
引
と
メ
（
こ
は
だ
嬢
子
）

シ
ャ
ヲ
（
掛
声
）
と
ヲ
カ
(
+
日
）

（
本
文
）
ヲ
カ
サ
キ
（
丘
岬
）

乎
（
歌
謡
）
ヲ
（
助
詞
）
ヲ
ム
レ
（
小
丘
）

（
本
文
）
ヲ
モ
ク
ル
ル
ニ
（
帽
誠
然
）

(10) 

廻
（
歌
謡
）
ヲ
盆
翌
叫
）

弘
（
歌
謡
）
ヲ
（
助
詞
）
ヲ
（
緒
）

椀
（
歌
謡
）
カ
ル
ヲ
と
メ
（
條
少
女
）

仰

万

葉

集

哀
・
・
タ
ヲ
リ
（
折
り
）
マ
ス
ラ
ヲ
（
丈
大
）
ヲ
（
助
詞
）
ヲ
レ
（
屈
れ
）

遠
：
・
・
ア
チ
カ
ヲ
シ
、
ア
ヲ
ニ
よ
シ
（
枕
国
）
英
ヲ
浦
、
ア
ヲ
ヤ
ぎ
（
内
楊
）

キ
こ
シ
ヲ
ス
（
皿
こ
し
食
す
）
ヲ
（
助
詞
）
と
ヲ
依
、
|
ヲ
ニ
、
マ

ス
ラ
ヲ
（
丈
夫
）
マ
ヲ
シ
（
中
し
）
ヲ
け
（
麻
笥
）
ヲ
サ
め
（
冶
め
）

ヲ
シ
ケ
（
惜
し
け
）
ヲ

w
（
地
名
）
ヲ
チ
（
復
）
ヲ
ッ
ツ
（
現
）
ヲ

と
コ
サ
ビ
、
ヲ
と
メ
サ
び
、
ヲ
と
メ
、
ヲ
ヘ
（
終
）
ヲ
ラ
、
ヲ
ル
（

居
ら
）
ヲ
リ
、
ヲ
ル
、
ヲ
ル
（
折
り
）
ヲ
リ
カ
ヘ
シ
、
ヲ
ヲ
リ

乎
：
ア
ハ
ヲ
ろ
、
ア
ヲ
（
肯
）
ア
ヲ
ニ
よ
シ
（
枕
詞
）
ア
ヲ
の
ウ
ラ
、
ア

ヲ
ヤ
ギ
（
青
楊
）
ア
ヲ
ヤ
ナ
き
（
青
柳
）
イ
ナ
ヲ
カ
モ
、
ウ
ヲ
（
魚
）

オ
ホ
ヲ
そ
ど
り
、
呑
ヲ
レ
ル
、
サ
サ
ラ
ヲ
き
（
荻
）
サ
ヲ
（
柿
）
サ

引
シ
カ
（
牡
鹿
）

OJ
引
と
ル
、
サ
町
ビ
キ
、
シ
ヅ
引
（
賤
拐
）
シ
引

レ
（
萎
）
タ
ヲ
ラ
、
タ
ヲ
リ
（
手
折
）
ソ
ヲ
の
埼
、
ナ
カ
ダ
ヲ
レ
、

ハ
ツ
ヲ
、
ハ
ツ
ヲ
バ
ナ
、
マ
ス
ラ
タ
ケ
ヲ
、
マ
ス
ラ
ヲ
、
マ
ヲ
ご
モ

マ
引
i

サ
（
中
）
マ
引
シ
、
マ
引
ス
、
ミ
引
、
水
丁
ッ
ク
シ
、
ミ
司
ビ

キ
、
ヲ
（
峯
）
ヲ
（
緒
）
ヲ
（
比
）
ヲ
盆
翌
叫
）
ヲ
（
小
）
ヲ
カ
(

岡
）
引
ガ
み
河
泊
、
引
キ
（
招
）
、
引
サ
キ
（
兎
）
引
サ
ム
ル
（
治
）

ヲ
サ
め
、
ヲ
サ
ヲ
サ
‘
ヲ
シ
（
貌
り
）
ヲ
シ
カ
（
牡
此
）
ヲ
シ
キ
（

惜
し
き
）
ヲ
ン
ケ
、
ヲ
シ
ケ
ク
、
ヲ
そ
ろ
、
ヲ
チ
（
浚
）
ヲ
チ
（
約
）

（
現
）
引
テ
モ

ヲ
チ
カ
タ
〈
彼
方
）
ヲ
チ
野
、
ヲ
ッ
ク
ハ
、
ヲ
ッ
ツ

ヲ
と
コ

(
E力
）
ヲ
ど
こ
（
床
）
ヲ
ト
ツ
日
、
ヲ
等
女
（
地
名
）
ヲ
ト

メ
（
乙
女
）
ヲ
ど
り
（
跳
）
ヲ
バ
ナ
、
ヲ
バ
ヤ
シ
、
ヲ
フ
の
ウ
ラ
、
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ヲ
フ
の
サ
キ
、
ヲ
ヘ
（
終
）
ヲ
フ
ル
（
終
）
ヲ
ミ
ナ
（
女
）
ヲ
ミ
ナ
・

ヘ
ソ
（
花
）
ヲ
ラ
（
折
り
）
ヲ
リ
（
折
り
）
ヲ
ラ
（
届
）
ヲ
リ
（
居

り
）
引
リ
カ
ヘ
シ
、
引
ル
（
居
）
升
レ
（
居
）
引
ろ
田
、
引
引
リ
、

烏
：
・
丁
（
助
詞
）

越
：
ア
マ
ヲ
と
メ
（
乙
女
）
ヲ
（
助
祠
）
ヲ
チ
（
復
）
ヲ
智
野
、
ヲ
と
メ

ラ
（
乙
女
）

怨
：
引
シ
ミ
（
惜
）

⑦
常
陸
風
土
記

．
 

乎
…
ヲ
ハ
ッ
セ
ヤ
マ
、
ヲ
（
助
詞
）
ヲ
と
コ
（
男
）
ヲ
ト
メ
（
乙
女
）
ウ

シ
ヲ
（
潮
）
ア
ヲ
ニ
（
青
土
）

哀

：

建

部

ヲ

こ

ろ

命

・

⑧
出
雲
風
土
記

烏
・
:
（
神
）
ス
サ
の
引
命

乎
・
・
・
（
神
）
ス
サ
の
ヲ
命

哀
：
（
神
）
ス
サ
の
引
命

⑨
播
磨
風
土
記

乎
…
ヲ
ケ
（
麻
笥
）
葦
原
シ
こ
ヲ
命
、
ヲ
め
（
小
目
？
）

衷
：
ヲ
フ
山
、
ヲ
ケ
天
皇
、
ヲ
め
（
小
目
？
）

⑩
覧
叫
風
土
記

点
：
・
ヲ
（
助
副
？
・
索
力
）
鬱
比
ヲ
マ
ろ

⑪

仏

足

石

歌

乎
：
．
引
（
助
詞
）
マ
ス
ラ
引
（
丈
夫
）
引
チ
ナ
キ
（
拙
劣
き
）
引
へ
（
終

へ）

仰
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記

乎
…
ヲ
シ
ム
（
惜
し
む
）

四

⑬
続
日
木
紀
宣
命

乎
．．． 
引
（
助
詞
）
引
ヂ
ナ
シ
（
拙
劣
し
）

遠
・
・
・
ヲ
〔
助
詞
）

前
節
に
学
げ
た
「
オ
」
「
ホ
」
「
ヲ
」
各
音
節
の
結
合
事
例
の
中
か
ら
、

地
名
・
人
名
お
よ
び
外
国
閃
係
の
個
音
名
詞
に
類
す
る
も
の
を
除
き
、
ほ
ぽ

一
語
的
結
合
と
思
わ
れ
る
も
の
、
ま
た
は
語
幹
乃
至
は
語
根
と
推
定
さ
れ
る

も
の
の
用
例
と
結
合
閉
係
を
不
せ
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
「
オ
」
音
節
の
結
合
閲
係

田
ウ
列
と
の
結
合

．

．

 

（
記
）
オ
ス
ヒ
（
襲
衣
）

（
力
）
オ
ク
〈
奥
）
オ
ク
リ
（
送
り
）
オ
フ
セ
（
負
）

回
ア
列
と
の
結
合

（
記
）
オ
カ
ミ
（
霰
嗅
）

（
紀
）
が
が
ミ
ベ
巳
ォ
ャ
ふ
虹
）
か

flジ
（
同
）
が
バ
セ
ル
（
需
）

（
万
）
が
が
ミ
（
翌
」
）
オ
ヤ
（
視
）
が

f
iジ
（
同
）
が
孔
ジ
（
同
）
州
~

セ
ル
（
帯
）
が
田
へ
（
印
）
か
バ
ル
（
生
）
か
引
ヒ
（
叫
）
出
入

バ
フ

（

宣

喰

）

オ

ヤ

（

親

〕

引

が

ヒ

ニ

（

犀

）

・

（
豊
後
風
土
記
）
が
が
ミ
（
雲
加
）

り
オ
刈
乙
頬
と
の
結
合

（
記
）
オ
と
（
弟
）
オ
も
（
面
）
オ
の
（
己
）
オ
そ
プ
ラ
ヒ
（
押
）
オ
も

フ
（
口
i

)

が

bl
ス
（
織
）

（
紀
）
オ
と
（
弟
）
オ
の
（
己
）
オ
と
ナ
ヒ
（
喧
響
）
オ
こ
ナ
ヒ
（
行
）

（
万
）
オ
の
（
己
）
オ
そ
（
遅
）
オ
そ
キ
（
襲
衣
）
オ
と
（
音
）
オ
よ
ヅ
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レ
〔
妖
）
オ
ろ
力
（
愚
）
オ
よ
シ
宝
言
・
）
オ
こ
セ
（
遣
）
オ
こ

シ
（
起
）
ォ
そ
ブ
ル
（
押
）
オ
ろ
シ
（
下
）
オ
ろ
ス
エ
（
下
）

（
肥
前
風
土
記
）
オ
と
（
弟
）

（
宣
命
）
オ
の
（
口
）
が
い
ヅ
レ
（
妖
）

（
仏
足
石
歌
）
が

rl
レ
ル
ニ
劣
）

盆
手
厳
経
音
義
私
記
）
オ
の
（
己
）
オ
ろ
そ
力
（
鰊
）
オ
よ
ホ
ス
（
及
ー
）

巳
書
き
分
け
の
な
い
オ
冽
と
の
結
合

（
記
）
オ
ホ
（
大
）

i
い
鈎

（
紀
）
オ
モ
（
面
）
オ
七
ヒ
（
息
）
オ
モ
ホ
ユ
ル
（
思
）
オ
ホ
ろ
力
（
凡
）

（
万
）
オ
モ
（
面
）
オ
モ
〔
母
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
（
多
）
オ
ホ
（
凡
）

オ
ホ
ホ
シ
（
凡
）
オ
ボ
ッ
カ
ナ
シ
、
オ
ホ
ど
レ
ル
、
オ
モ
フ
（
山
心
）

オ
モ
ホ
ユ
（
思
）
オ
ホ
ヒ
（
投
）

（
官
命
）
オ
干
／
（
主
）
オ
モ
ブ
け
（
面
回
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
セ
（
仰
）

出
虹
ホ
サ
ク
（
思
）

．
 

〔
出
雲
風
土
記
）
オ
ホ
〔
大
）

（
仏
足
石
歌
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
（
多
）

二
、
「
ホ
」
音
節
の
結
合
閲
係

い
ウ
列
と
の
結
合

（
記
）
バ
ハ
叫
料
シ
（
江
ほ
し
）

（
紀
）
ホ
ム
タ
盆
訥
）
ク
ル
ホ
シ
（
狂
ほ
し
〕
フ
ホ
ご
も
り
（
ふ
ほ
こ
も

り）

（
力
）
ミ
ツ
ホ
（
水
泡
）
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ッ
ク
ホ
リ
、
ム
ス
ボ
レ
（
結
ぼ

れ）

盆
干
厳
経
廿
義
払
記
）
ュ
ル
ホ
シ
（
縦
）

ロ
ア
列
と
の
結
合

（
記
）
ホ
ラ
（
詞
）

（
紀
)
か
[
キ
（
祝
）

（
万
）
カ
ホ
（
顔
）
ナ
ホ
（
猶
●
ホ
カ
（
外
）
ホ
ホ
マ
レ
（
合
）

二
羊
厳
経
音
義
私
J

叫
）
ホ
カ
シ
ギ
（
他
）

り
オ
列
甲
頚
と
の
鮎
合

シ
（
恋
し
）

（
記
）
コ
ホ

（
紀
）
コ
ホ
シ
（
恋
し
）

（
刀
)
エ
[
シ
〈
恋
シ
〕

□

オ
列
乙
類
と
の
結
合

（
品
）
ホ
こ
（
予
）
ぼ
そ
（
細
）
ほ
と
盆
陰
）
と
ホ
（
遠
）
と
ホ
レ
（
辿
）

の
ほ
り
（
登
）
も
と
ホ
シ
（
廻
）
も
と
ホ
リ
（
廻
）
も
と
ポ
ろ
フ

〔廻）

（
紀
）
ホ
こ
（
矛
〕
叫
匂
き
（
曼
椒
）
と
ホ
（
遠
）
い
;
ル
（
山
〕
ィ
キ（

 

ど
ホ
ろ
シ
（
恨
）
も
と
ホ
リ
（
廻
）
モ
と
ホ
シ
（
廻
）
の
ホ
リ
・

．
 

登
）
よ
ろ
ホ
ヒ
（
省
）
そ
ボ
チ

(
1
巴

（
万
）
ホ
こ
（
矛
）
ホ
そ
（
細
）
そ
ホ
舟
、
そ
ホ
零
、
ホ
と
（
程
）
ホ
と

ホ
と
（
始
）
ホ
ど
ろ
、
、
ホ
よ
、
ホ
ろ
二
、
ホ
ろ
ホ
ス
丘
誓
、

と
ホ
（
遠
）
日
叫
ル
（
道
）
ン
ラ
い
叫
フ
、

elelel印
IJ'

（翡）

こ
ホ
リ
（
氷
）
の
ホ
ル
（
登
）
タ
モ
と
ホ
リ
、
ホ
こ
り
（
吟
）
ホ

こ
ろ
へ
（
誇
）
ホ
ど
け
（
解
）
ホ
と
と
ギ
ス
、

賣
命
）
イ
と
ホ
シ
ミ
（
憐
し
み
）
よ
ろ
こ
ボ
シ
（
喜
ぼ
し
）
と
ホ
プ
シ

扉
）
ど
叫
ラ
フ
（
匹
）

（
仏
足
石
歌
）
ホ
と
け
（
仏
）
よ
そ
ホ
ヒ
（
装
）
ホ
ろ
ブ
丘
成
｀

（
苧
厳
経
音
義
私
品
）
ホ
こ
（
矛
）
オ
よ
ホ
ス
（
及
）

困
書
き
分
け
の
な
い
オ
列
と
の
結
合
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G
法
王
帝
説
）
オ
ホ
（
大
）

ー
（
記
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
（
多
）

-
（
紀
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
（
多
）
オ
ホ
ろ
カ
ニ
、
オ
モ
ホ
ュ
ル
（
思
）

令
ク
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
（
多
）
れ
的
ス
（
生
）
れ
封
セ
（
負
）
オ
ボ
ッ（

 

カ
ナ
シ
（
覚
束
な
し
）
オ
ホ
ど
レ
ル
、
オ
ホ
ニ
（
凡
）
オ
ホ
ヒ

覆
）
オ
ホ
ホ
シ
、
オ
ホ
ろ
カ
ニ
、
オ
モ
ホ
ユ
（
思
）
オ
モ
ホ
ス
（

思
）
シ
ホ
ホ
ニ
、
ホ
＊
（
頬
）

（
出
雲
）
オ
ホ
（
大
）

（
仏
足
石
歌
）
オ
＊
（
多
）
れ
引
吋
ユ
ル
（
思
）

（
宣
命
）
オ
ホ
（
大
）
オ
ホ
（
多
）
オ
ホ
セ
（
仰
）
オ
モ
ホ
サ
（
思
）

三
、
「
ヲ
」
音
節
の
結
合
関
係

切
ウ
列
と
の
結
合

（
紀
」
ウ
ヲ
（
魚
）
ヲ
グ
ナ
（
童
男
）

（
万
）
ウ
ヲ
（
魚
）
引
汎
ツ
（
現
）

回
ア
列
と
の
結
合

（
記
）
ヲ
カ
（
岡
）
ア
ヲ
（
青
）
マ
ヲ
ス
（
申
）

（
紀
）
ヲ
カ
（
岡
）
ア
ヲ
（
青
）
サ
ヲ
（
竿
）
マ
ヲ
ス
（
申
）
ヲ
ャ
ラ
フ

ル
（
飲
喫
）

（
万
）
ヲ
カ
（
岡
）
ア
ヲ
（
青
）
サ
ヲ
（
竿
）
マ
ヲ
シ
（
申
）
ヲ
サ
め
（

治
）
ヲ
サ
ギ
（
兎
）
ヲ
サ
ヲ
サ

-
（
青
土
）

（
常
陸
風
土
記
）
ア
ヲ
一

例
オ
列
乙
類
と
の
結
合
｀

（
記
）
ヲ
こ
（
愚
）
引

li
コ
（
男
）
引

el
メ
（
乙
女
）
引
ぶ
ツ
（
彼
方
）

．
 

こ
ヲ
ろ
、
と
を
(
+
)
と
ヲ
ヲ
、
サ
ヲ
ど
り
、
八
俣
ヲ
ろ
チ

（
紀
）
ヲ
と
コ
（
男
）
ヲ
と
メ
（
乙
女
）
と
ヲ
(
+
)
ヲ
ろ
ガ
ヽ
、
、
（
拝
）

（
万
）
引

ti
コ
（
男
）
引
匂
メ
（
乙
女
）
引

cl
ツ
（
彼
方
）
サ
引

elり、

と
ヲ
依
、
オ
ホ
ヲ
そ
ど
り
、
ヲ
そ
ろ

（
常
陸
風
土
記
）
ヲ
と
コ
（
男
）
ヲ
と
メ
（
乙
女
）

目

書

き

分

け

の

な

い

オ

列

と

の

結

合

．

（紀）

71
知
ク
ル
ル
に
（
饂
糖
然
）

以
上
の
結
合
例
を
見
る
に
、
オ
ホ
ヲ
三
音
節
と
も
に
オ
列
甲
類
の
結
合
上

の
特
徴
で
あ
る
ウ
列
と
の
結
合
例
を
も
ち
、
ま
た
オ
列
乙
類
の
特
徴
で
あ
る

オ
（
乙
）
と
の
多
数
の
結
合
例
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ホ
ヲ
三
音

節
は
そ
の
結
合
的
性
格
か
ら
、
い
甲
類
相
当
音
節
回
乙
類
相
当
音
節
の
二
類

の
音
節
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
二
類
に

分
け
ら
れ
る
性
格
は
、
か
つ
て
オ
ホ
ヲ
三
音
節
が
甲
乙
い
づ
れ
か
一
類
の
音

で
あ
り
、
史
的
変
遷
の
結
果
、
他
の
甲
乙
両
類
の
書
き
分
け
の
あ
る
音
節
に

併
行
し
て
類
似
の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
解
す
る
よ

り
も
、
当
初
オ
ホ
ヲ
三
音
節
に
も
甲
乙
二
類
の
区
別
が
あ
り
、
そ
の
結
合
的

性
格
の
特
徴
が
、
痕
跡
的
に
上
代
に
遺
存
し
て
い
る
と
見
る
方
が
、
よ
り
妥

当
な
解
釈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

二
、
三
の
先
学
の
説
も
あ
る
よ
う
に
、
書
契
時
代
に
入
っ
て
は
た
し
て
甲
乙

両
類
に
区
別
さ
れ
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。推
古
遺
文
や
大
宝
戸
籍
帳
に
見
え
る
オ
ホ
音
節
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
甲

乙
両
類
が
書
き
分
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
報
告
は
無
い
よ
う
で
あ
る
が
、
周

知
の
如
く
古
事
記
に
関
し
て
は
シ
音
節
を
も
含
め
て
オ
ホ
音
節
に
書
き
分
け

を
認
め
よ
う
と
す
る
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
戦
前
の
池
田
毅
氏

「
古
事
記
に
お
け
る
志
斯
の
仮
名
遣
に
つ
い
て
」
（
国
学
院
雑
誌
四
十
ノ

四
・
六
）
お
よ
び
永
田
吉
太
郎
氏
「
古
事
記
に
於
け
る
シ
オ
ホ
の
文
字
造
に
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つ
い
て
」
（
国
語
と
国
文
学
応
九
・
十
一
）
が
共
時
論
的
に
甲
乙
一
↓
類
の
書

き
分
け
の
明
確
な
一
線
を
追
求
さ
れ
た
の
に
対
し
、
先
什
、
灼
淵
和
夫
氏
は

「
古
昇
記
の
シ
オ
ホ
の
か
な
」
（
国
語
学
31)
に
お
い
て
、
通
時
論
的
に
把

握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
殊
仮
名
遣
の
州
壊
過
程
の
椋
相
を
探
ろ
う
と
さ

れ
た
3

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
綿
密
な
作
業
と
秀
れ
た
見
叫
し
の
下
に

位
重
に
論
証
を
す
す
め
ら
れ
た
に
も
拘
り
す
、
明
快
な
結
論
を
斎
ら
す
げ
至

ら
な
か
っ
た
よ
う
て
あ
る
3

馬
淵
氏
の
畠
さ
れ
た
結
論
は
、
オ
に
つ
い
て
は

1

乙
類
オ
の
み
で
柏
成
し
て
い
る
戸
根
の
、
は
じ
め
の

:o
は
0

に
な
る
煩

向
が
あ
る
。

2

甲
類
オ
を
盃
叫
に
も
ち
、
弟
一
一
音
節
に
i
u
を
も
つ
語
根
は
そ
の
0

か

6
に
な
る
似
向
か
あ
る
。
こ
れ
は
i

（
罰
舌
）

u

（
中
舌
）
と
い
う
せ
ま

い
母
音
に
影
密
さ
れ
た
も
の
で
、

"
0

は
0

よ
り
く
ち
の
ひ
ら
き
の
せ
ま
い

巾
舌
母
音
て
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

3

一
例
し
か
な
い
「
第
」
「
面
」
「
涙
除

111」
「
説
煩
鉤
」
な
と
の
話
叫

の
涙
は
、
お
そ
ら
く
1
の
傾
向
と
贔
一
包
一
に
す
る
も
の
で
、
も
L
,
"
0
又
あ

っ
た
も
の
が
0

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
3

4

オ
の
屁
同
は
、
語
頭
に
お
い
て
か
な
り
み
ら
れ
、

"0
よ
り
。
へ
む
か
う

傾
向
が
み
ら
わ
る
e

5

一
斉
節
語

(Ofotos)
は
混
同
し
に
く
い
が
、
こ
，
訊
冥
咋
日
糾
の
氾
同
か

た
た
ち
に
語
義
の
混
同
に
影
鬱
を
お
よ
ぽ
す
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
桔
論
は
古
土
記
に
現
れ
た
オ
音
節
を
次
の
よ
う
に
刈
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
支
え
ぃ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
3

（
但
し
、
数
字
げ
そ
の
れ
例
数
、

回
に
見
え
る
括
弧
の
数
字
は
迅
例
数
を
示
す
）

樅

(
I
T
I
O
)

政
（
合
o
)

正
用
い
い
ヶ
（
神
名
）
1
、tJ
ス
（
神
名
）
1
日
＼
糾
ホ
キ
ミ
（
人
君
）

7
口
、
糾
ホ
（
大
）
9
8
5
、
い
ト
ネ
（
人
根
）
1
い
、
い
ド
ミ
ヤ
(
[

大
臼
）
1
い
、
糾
も
フ

(
I
T
I
1
)
3
m
、
い
キ
（
ル
）
1
仰、

5
ク
（

和
ー

i
)
8
1
1（
 

右
の
は
か
に
、
王
川
例
か
な
く
訳
川
例
の
み
と
判
定
さ
れ
た
の
は
次
の
各
出

に
含
ま
れ
て
い
る
オ
音
第
で
あ
る
3

、

誤
用

(6
を
0

て
長
わ
し
た
も
の
）

餃
立
言
弟
.
)
成
付
（
面
）
附
恥

111津
見
伸
、
成
煩
鉤

以
上
が
オ
音
節
の
す
べ
て
て
あ
る
が
、
は
た
し
て
ハ
の
判
記
は
、
さ
き
の
結

論
吃
支
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」

粘
論
の
1
は、

6
ー

L
o
粕
合
が

0

|
＂0
糾
合
に
移
行
す
る
傾
向
を
指
悩
し

た
も
の
で
あ
る
3

そ
の
れ
例
は

麿
ホ
（
大
）
加
も
フ
（
息
）

の
例
で
あ
る
が
、
次
の
例
も
れ
と
屈
じ
傾
向
の
も
の
と
し
て

6
↓
0

化
の
結

凩
生
し
た
誤
用
で
あ
る
と
さ
仇
た
リ
；
閃
潤
3
)

副
も
（
面
）
刷
と
（
山
）
如
と

111沖
11心
仲
、
劇
ホ
鉤

こ
机
は
か
な
り
重
製
な
変
化
て
あ
る
と
111
い
わ
れ
る
Q

と
い
う
の
具
、
上
氏
に

ぉ
汀
そ
0
,
1
6
結
合
は
、
母
訂
晶
川
視
集
の
一
刑
懇
と
し
て
、
そ
の
恨
闘
と

い
わ
れ
な
が
ら
も
未
だ
怖
固
な
鈷
介
力
を
保
特
し
て
い
た
も
の
て
あ
っ
て
、

正

用

切

（
 

オ
フ
（
牛
）
6
、
オ
ツ
（
＂
洛
）

5
、
オ
シ
ろ
（
人
名
）
4

、
オ
フ

ル
（
老
）

設
）
り
り
、
オ
カ
、
、
、
（
神
名
）
3
、
オ
フ
（
且
）
2

、
オ
イ

、オ
JV

詞
）
、
オ

ー
、
オ
ス
（
印
）
1
、
オ
そ
ブ
ラ
フ

(
1
1
)
1
(
'年
ー

•
9
~
~

、
~

ミ
ヅ
（
抑
名
）
1
、

オ
レ
（
オ
の
）
6

乃
が
ミ
（
臣
）
2
①、

T
ス
ヒ
冨
叫
人
）
2
□

r

98 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



。
□

中
)
"
0

〈
乙
）
の
混
同
が
見
ら
れ
る
音
節
に
あ
っ
て
も
、

6
1
"
0
結
合

は
よ
く
本
来
の
結
合
型
態
を
堅
持
し
て
い
る
の
で
、
右
の
事
例
に
見
ら
れ
る

第
一
＿
音
節
が

,o
で
あ
る
「
面
」
「
弟
」
「
思
う
」
「
泌
伽
」
の
語
頭
の
「
オ
」

が．
0

で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

0
ー

"
0
と
い
う
、
き
わ
め
て
特
異
な
結
合
を
想

定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
第
二
音
節
の

6
か
、
第
一
音
節
の

6
↓
0

化

を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

6
の
性
格
の
璽

要
な
変
革
を
意
味
す
る
こ
と
忙
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
大
」
「
而
」
の
語
頌
の
オ
が
、
た
し
か
に

”o
的
な
性

柊
を
も
っ
て
い
た
と
推
定
て
き
る
坦
象
が
あ
る
。

い
ワ
期
大
王
（
我
大
君
）
万
一
・
五
二
他
十
例

団
影
友
（
影
面
）
万
一
・
五
二
八
カ
げ
ッ
お
も
．

い
背
友
（
背
面
）
万
一
・
五
二
、
ニ
・
一
九
九
八
そ
ッ
お
も

こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
語
頭
の
オ
が
0

で
な
く
"
0

で
あ
っ
た
時
に
生
じ
た
音
韻

現
象
て
あ
る
が
、
す
で
に
古
事
記
に
お
い
て
↓
0

化
の
傾
向
に
あ
っ
た
と
す

れ
は
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
現
象
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
オ

ホ
、
オ
モ
の
各
音
節
に
印
乙
両
類
の
区
別
が
消
失
し
て
い
た
万
菓
時
代
に
惹

は
し
た
現
象
と
み
る
な
ら
、
当
然
初
期
万
業
に
お
け
る
オ
ホ
、
オ
モ
、
の
オ

に
乙
類
的
性
格
を
推
定
し
得
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
視
象
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
お
解
明
さ
る
べ

き
問
起
か
残
る
こ
と
を
ホ
唆
す
る
に
と
ど
め
て
、
は
た
し
て
"
O
↓
0

化
の
主

張
が
一
貫
し
た
立
場
を
と
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
こ
う
と

思
う
。オ
列
乙
類
の
も
っ
と
も
特
徴
的
な
"
O
I
"
0
の
弥
固
な
結
合
、
そ
の
第
二
音

節
~
0

の
拘
束
力
を
ふ
り
切
っ
て
I
v
o

化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、

よ
り
拘
束
力
の
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

(
"
0
以
外
の
）
他
の
音
節
と
結
合
し

て
い
る
0

、
ま
た
は
単
音
節
0

の
中
に
は
、
も
と
"
0
で
お
っ
た
も
の
で
、
い

ち
早
く
↓
0

化
し
た
語
が
存
在
す
る
可
能
性
か
あ
る
。
も
っ
と
も
、
馬
淵
氏

は
結
論
5
に
お
い
て
、
一
音
節
語

(Ofotos)
は
音
副
の
混
同
が
た
だ
ち
に

茫
義
の
混
同
に
影
響
を
お
よ
ぽ
す
の
で
、
混
同
し
に
く
い
と
述
べ
ら
れ
た
が

オ

オ

オ

of
に
限
っ
て
見
て
も
（
生
う
、
負
う
、
覆
う
）
の
三
語
が
氏
の
正
用
と
さ
れ

る
オ
（
甲
）
の
例
に
見
え
て
い
る
。
こ
の
三
語
は
語
頭
の
音
部
0

に
よ
っ
て

語
義
を
区
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
前
々
節
に
も
指
摘
し
た
よ
う

に
、
た
し
か
に
0
"
0
の
対
立
に
よ
っ
て
語
義
を
区
別
す
る
語
も
存
在
す
る
が

い
づ
れ
か
一
方
に
片
よ
っ
て
存
在
す
る
場
合
も
多
い
の
で
、
一
音
節
語
Ofot

OS

か
も
と
の
ま
ま
の
音
韻
を
保
持
し
て
2
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と

く
に
直
接
そ
れ
ら
の
対
立
語
で
あ
る
べ
き
Ofoti03
の
一
音
節
語
が
明
瞭
に
指

摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、

OfotoS
の
。
i
‘
"
0
の
混
同
で
べ
つ
に
語
義
の
湿

同
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
「

音
節
語
（
お
よ
び
多
年
日
節
語
）
は
も
ち
ろ
ん
、
一
音
節
語
に
あ
っ
て
も
↓
0

化
の
傾
向
は
あ
っ
た
と
見
る
の
か
、
結
論
1
に
よ
っ
て
齋
ら
さ
る
へ
ぎ
当
飲

C

の
帰
結
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
に
、
同
氏
が
正
用
と
さ
れ
た
オ
甲
0

を
記
頑

に
も
つ
各
語
を
検
す
る
に
、
も
と
オ
乙
"
0
で
あ
っ
た
と
推
定
し
得
る
芸
干
の

語
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
．

い
訟
因
フ
ラ
ヒ
（
押
そ
ブ
ラ
ヒ
）

O
S
↓
 os
o
 

回
骰
呂
ス
（
織
ろ
ス
）

o
r
↓
6
r
6
 

e
f
ハ
ク
お
り
＞
ハ
と
り
（
波
等
刊
、
放
止
利
）

齢
ミ
（
巨
）

e
f
ウ
ッ
シ
お
ミ
＞
ウ
ツ
曽
ミ
（
万
ニ
・
一
六
五
）
他
五
例

ナ
カ
ツ
お
ミ
＞
ナ
カ
等
ミ
（
万
十
七
•
四0
三
一
）

い）

98 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



い
の
例
は
、
オ
列
を
紐
幹
に
も
つ
場
合
は
派
生
的
関
係
の
語
に
あ
っ
て
も
同

じ
胄
副
を
重
ね
る
（
す
な
わ
ち
、

o
l
,
0
と
な
る
か
"
0
|＂
0
と
な
る
か
の
ど

ち
ら
か
）
も
の
で
あ
っ
て
、
も
し
語
頭
オ
が

0
で
あ
っ
た
な
ら
派
嶽

0
|
0

と
な
る
へ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
第
一
一
音
節
は
6
で
あ
る
の
で
、
こ

の
訊
は
ま
ず
6
1
~
0

と
い
う
結
合
型
式
を
も
っ
て
成
立
し
た
と
推
定
て
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
オ
ス
（
押
）
と
の
間
に
派
生
関
係
が
空
定
さ
れ
る

な
ら
、
オ
ス
（
抑
）
の
オ
も
当
然
も
と
も
と
は
6
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
馬

淵
氏
が
こ
れ
を
正
用
と
さ
れ
た
こ
と
に
反
す
る
。

右
の
推
定
を
助
け
る
も
の
は
、
次
の
詞
の
事
例
で
あ
る
。
回
は
オ
ル
（
織

る
）
ー
オ
ろ
ス
（
織
ろ
ス
）
の
派
生
関
係
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
が
、
第
二
音

節
が
~
0

で
あ
る
の
で
、
当
然
諾
頭
の
オ
も
ぃ0
て
あ
る
と
推
定
し
母
る
。
こ
こ

ま
で
は
切
の
例
と
軌
を
一
に
す
る
が
、
オ
ル
（
織
る
）
に
関
し
て
ハ
等
（
止
）

り
と
い
う
合
成
詔
が
あ
る
の
は
、
こ
の
語
ぶ

fata
+
 
ori>fatori
で
あ

っ
て

fata
+
 ori>fatori
て
な
い
こ
と
を
怠
味
す
る
。
つ
ま
り
オ
る
（

織
る
）
の
語
頭
オ
は
か
っ
て
は
明
瞭
に
"0

で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
の
で

(
1
1
)
 

あ
る
。こ
の
よ
う
に
音
韻
変
化
の
上
か
ら
も
、
ま
た
音
節
結
合
の
基
本
的
性
格
の

ト
か
ら
も
、
語
頭
の
オ
が
~
0

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
傍
証
が
あ

る
の
を
娯
祝
し
て
、
「
派
」
字
に
よ
る
表
記
を
華
と
し
て
り
回
い
の
語
の
オ

を
0

と
し
、
正
用
と
判
定
す
る
の
に
か
な
り
危
険
で
あ
る
と
さ
え
思
わ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
判
定
の
上
に
立
っ
て
出
さ
れ
た
結
産
も
十
分

の
信
憑
性
を
も
ち
得
な
い
こ
と
は
や
む
を
碍
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
謁
淵
氏
が
指
摘
さ
れ
た
語
頭
オ
の
"
O
↓
0

化
の
現
象
は

そ
れ
を
支
え
る
べ
き
結
論
1
3
4
5
の
間
に
矛
盾
が
あ
り
統
一
さ
れ
た
性
格

を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
結
論
の
基
塁
と
な
っ
た
判
定
作
業
そ

の
も
の
に
好
証
と
な
る
べ
き
客
位
性
の
な
い
こ
と
が
指
摘
て
き
た
と
息
う
。

こ
の
結
論
1
3
4
5
J
が
"
0
|
v
o
化
現
象
を
そ
の
韮
底
と
し
て
推
論
さ
れ
た

の
に
対
し
、
ひ
と
り
結
論
2

の
み
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
0
1
>
．"0
の
傾
剌
も
存

在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
二
音
節
の

狭
母
音
i
u

が
語
頭
オ
に
影
喉
~
し
、0
か
ら
、
よ
り
口
の
ひ
ら
き
の
せ
ま
い

"
0
に
な
っ
た
と
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
祉
す
る
市
例
は
は
な
は

だ

少

な

い

。

た

と

え

ば

、

．

臣
：
・
（
正
用
）
齢
｀
、
2
例

（

訳

用

）

忍

ミ

4
例

襲
…
（
正
用
）
樅
ス
ヒ
2
例
（
誤
用
）
意
ス
ヒ
3
例

（
注
）
正
用
、
誤
用
の
指
示
は
馬
淵
氏
の
市
例
表
に
よ
る
。

な
ど
は
一
見
奸
証
例
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
先
に
も
挙
げ
た
迂
り
、
オ
ミ
（

臣
）
に
は
ウ
ッ
曽
ミ
と
い
う
形
も
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
は
、
も
と
"
O

で
あ
っ
だ
と
指
定
さ
れ
る
の
で
、
右
の
混
同
は
例
証
と
は
な
し
魏
い
。
ま
な

後
接
・
1

栂
音
が
0

↓
"0
化
の
原
囚
に
な
る
の
て
あ
る
な
ら
、
・
1

母
音
の
加
の

"
0
は
よ
り
よ
く
保
存
さ
れ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
同
氏
の
事
例
表
で
は

泊
：
（
正
用
）
怠
キ
1
例
（
誤
用
）
於
キ
6
例

と
、
ま
っ
た

<
"
O
↓
0

化
の
傾
間
を
妨
げ
て
い
な
い
反
対
の
例
が
見
え
る
3

し
た
が
っ
て
、
結
論
2
の
後
接
狭
母
打
の
彩
褥
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら

れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
右
の
語
の
正
用
、
娯
用
の
判
定
の
規
準
も
な
ん
ら
明

一
小
さ
む
て
い
な
い
。

結
論
2
は
、
他
の
1
3
4
5
と
展
っ
て
、
ひ
と
り
。
↓
"
0
化
傾
向
を
指
摘

し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
根
拠
た
る
や
薄
紺
で
、
緒
論
と
し
て
そ
の
傾

向
を
指
摘
し
得
る
ほ
ど
の
特
徴
を
備
え
て
い
な
い
。

以
上
の
検
討
に
て
分
明
の
如
く
、
罵
淵
氏
の
結
論
1
2
3
4
5
は
、
崩
壊

過
程
を
捉
え
た
も
の
と
し
て
は
、
結
論
相
互
に
矛
盾
や
不
統
一
が
あ
り
、
個
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々
の
事
例
の
判
定
に
不
十
分
な
点
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

ら
に
若
干
の
修
正
を
加
え
る
と
、
派
意
両
字
に
よ
っ
て
甲
乙
の
書
き
分
け
の

意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
大
き
く
い
っ
て
次

の
仮
設
が
提
出
で
き
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

八
仮
設
＞
オ
は
、
音
節
結
合
の
法
則
を
も
崩
壊
さ
せ
る
ほ
ど
に
、

"
O
↓
0

化

の
傾
向
を
も
っ
て
い
た
。
，
t

例
1
”
o
l
"
0
結
合
す
ら

0
・ー
"0
結
合
に
移
行
す
る
過
程
に
あ
っ
た
。

ぃ
ォ
ホ
（
大
）
3
9
②
、
大
君
7
⑱
、
大
根
1
①
、
大
，
い
庁
1
①
、
忌
う
3
⑦

（
数
字
は
"
0
|
6
結
合
例
、
括
弧
の
数
字
は

0
|
"
0
結
合
例
）

同
す
で
に
。
ー
"
0
に
移
行
し
た
も
の

於
と
（
弟
）
派
も
（
面
）
齢
ど
（
山
名
）
齢
ボ
鉤

例
2

一
音
節
語
は
す
で
に
↓
0

化
し
て
い
る
。

切

も

と

"
0
で
あ
っ
た
も
の

オ
ス
（
押
）
オ
そ
ブ
ラ
ヒ
（
押
）
オ
ル
（
織
）
オ
ツ
（
落
）
オ
イ
（
老
）

向

も

と

:o
で
あ
る
か
0

で
あ
る
か
不
明
の
も
の

オ
フ
（
生
）
オ
フ
（
魚
）
オ
フ
（
罠
）

例
3

も
と
"
0
て
あ
り
、

"
O
↓
0

化
の
た
め
混
同
例
を
も
つ
も
の

オ
（
の
、
レ
）
（
汝
）
2
仰
、
オ
ミ
（
臣
）
4
四
、
オ
キ
（
沖
）
1
仰
、
オ
ク

（置）

3
①

（
注
）
括
孤
内
は
0

と
な
っ
た
事
例
数

例
4

次
の
語
は
一
字
単
用
で
あ
る
か
、
正
用
誤
用
の
判
定
が
読
し
い
。

切

"
0
表
記
の
も
の
お
ケ
（
神
名
）
2
、
お
ス
（
神
名
）

1

飼

0

表
記
の
も
の
オ
シ
ろ
（
人
名
）
4
、
オ
カ
ミ
（
神
名
）
3
、
オ
ミ
ゾ

・
（
神
名
）

1

右
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
こ
の
八
仮
設
＞
に
対
す
る
迂
例
は
、
次
の
一
例

の
み
と
な
る
。

襲
（
オ
ス
ヒ
）
…
意
ス
ヒ
2
例

於

ス

ヒ

34
例

音
節
結
合
の
法
則
に
よ
れ
は
、
ウ
列
と
結
合
す
る
オ
は
0

で
あ
る
の
で
、
右

の
例
は
↓
"0
の
混
同
税
象
で
逆
の
方
向
の
感
が
す
る
が
、
八
仮
設
＞
に
対
す

る
重
大
な
障
害
に
は
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
し
か
ら
は
古
事
記
の
述
作
者
は
、
は
た
し
て
右
の
仮
設
を
支
え

る
、
樅
応
を
も
っ
て
オ
の
甲
乙
両
類
を
書
き
分
け
よ
う
と
す
る
明
確
な
意
籾

を
も
二
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
先
に
い
え
は
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
私
は
否
定
的
な
立
場
を
と
る
。

古
事
記
歌
謡
を
岩
波
文
庫
木
の
番
号
に
よ
り
百
十
三
首
を
検
す
る
に
、
狡

意
の
使
用
例
は
、
罰
闘
の
「
於
」
を
使
宜
上
諸
本
に
よ
っ
て
「
硲
」
と
す
れ

ぱ
次
の
よ
う
に
な
る
3

.

泥

上

8

、

中
6
、
下
33
、
叶
4
7

意

上

1
、
中
1
4
、
下
18
、
計
3

3

'

し
か
し
て
泥
意
向
字
を
複
用
し
た
歌
は
、
わ
す
か
に
次
の
五
首
で
あ
っ
て
、

他
は
い
す
れ
も
加
意
ど
ち
ら
か
の
単
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
謡
は
編
纂
当

時
、
あ
た
ら
し
く
一
字
一
音
の
型
式
に
記
述
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し

ォ

m乙
を
齢
齊
心
に
よ
っ
て
書
き
分
け
る
意
図
が
あ
っ
た
な
ら
は
、
そ
れ
は
一

首
の
中
に
共
存
し
て
使
用
さ
れ
た
場
合
、
も
っ
と
も
鋭
い
意
識
で
書
き
分
け

ら
れ
た
も
の
と
期
待
し
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
共
存
の
例
は
次
の
辿
り

で
あ
る
。

翻
檄
母
ハ
ズ
（
思
）
意
冨
ヰ
コ
（
大
ー
）
意
冨
ヰ
コ
ニ
大
ー
）

罰
於
呂
ス
（
織
）
応
富
キ
ミ
（
大
ー
）

閃
沿
醤
ヒ
（
思
）
意
冨
ヲ
（
大
ー
）
意
冨
ヲ
（
大
ー
）
意
母
ヒ
（
息
）

闊
齢
冨
キ
ミ
（
大
ー
）
派
ハ
ム
（
負
）
意
冨
マ
ヘ
〔
大
ー
）
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晒
誓
め
（
置
ー
）
意
キ
め
〈
饂
ー
）

右
の
例
に
見
る
限
り
、
“
共
存
し
て
使
用
さ
れ
た
垢
合
に
は
必
ず
沿
の
表
記
に

，＇ 

違
例
が
指
摘
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
国
の
場
合
は
涙
意
い
づ
れ
が
違
例
で
あ
る

か
、
に
わ
か
に
は
決
め
難
い
が
、
と
く
に
図
郎
贋
は
同
一
語
に
そ
れ
そ
れ
派

腐
を
あ
て
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
よ
か
ろ
う
。
歌
謡
の
原
資
料
が
口
承
型

態
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
清
宗
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
記
録
体
と
し
て
遺

さ
礼
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て

も
、
も
し
忠
実
に
伝
承
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
0
"
O

の
混
同
は
更
に
噸
っ
た
時
代
に
擬
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
時
す
で
に

0
"
0
が
混
同
し
て
い
た
た
め
に
、
原
初
叩
態
を
忠
実
に
再
現
で
き
な
か
っ
た

も
の
で
あ
れ
は
、
歌
謡
の
述
作
者
は
一
語
を
二
様
に
発
音
す
る
こ
と
に
何
等

の
抵
抗
を
も
感
ぜ
ず
、
そ
の
ま
ま
二
種
の
音
糾
と
し
て
記
録
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
書
き
分
け
で
は
な
く
況
同
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
罰

に
お
い
て
は
対
句
の
結
構
中
に
〔
思
ひ
出
）
と
い
う
句
が
四
回
使
用
さ
れ
て

い
る
が
す
べ
て
愈
字
で
表
記
さ
机
て
い
る
J

こ
れ
を
1
Y
o
化
し
た
た
め
の
説

表
出
で
あ
る
と
す
れ
は
、
同
一
条
件
で
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
前
掲
即

の
屎
意
は
、
前
半
の
結
匂
と
後
半
の
結
句
す
な
わ
ち
（
思
ひ
妻
あ
は
れ
）
の

繰
込
し
の
語
頭
の
オ
の
表
記
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
同
一
，
又
句
の
繰
り

返
し
は
、
歌
謡
が
口
誦
的
な
も
の
で
あ
机
ば
あ
る
ほ
ど
、
よ
り
良
く
呼
応
し

て
保
存
さ
れ
や
す
い
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
語
頭
の
オ
を
異
種
の
音
と

し
て
記
録
し
た
と
見
る
こ
と
は
、
歌
部
の
込
作
者
げ
、
闘
の
場
合
と
比
校
し

て
、
一
語
を
同
一
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
二
師
の
音
に
表
記
す
る
こ
と
に
さ

し
て
深
い
注
意
を
見
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
い
え
は
、
↓

0

化
を
忠
実
に
表
記
す
る
た
め
に
樅
を
使
用
し
た
も
の
て
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
そ
れ
は
次
の
表
記
を
見
て
も
枡
定
で
き
る
こ
と
て
あ
る
。

闘
曽
能
沿
母
ひ
妻
あ
は
れ

soえ
6
,
0
,
m
o
f
i
z
u
m
a
 afare 

前
後
を
"
0
で
は
さ
ま
れ
て
い
る
オ
"
0
は
、
た
と
い

:o
↓
0

化
の
傾
向
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、

6
6
,
0
,
0

の
よ
う
に
、
二
つ
の
"
0
の
中
問
に
あ
っ
て
0

を
保

持
す
る
こ
と
は
、
他
の
如
何
な
る
音
韻
環
燒
に
あ
る
オ
よ
り
、
至
難
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
闊
に
お
い
て
同
じ
く
（
思
ひ
妻
あ
は
れ
）
の
語
叫
の

オ
が
、
一
つ
は
↓
0

化
し
な
が
ら
、
も
―
つ
は
"
0

を
保
存
し
て
い
る
の
を
見

て
も
、
よ
り
保
存
さ
れ
や
す
い
音
釦
環
境
に
あ
る
閲
の
"
0
が
↓
0

化
し
た
と

見
る
こ
と
は
、
は
な
は
だ
無
理
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
く
る
。
こ
れ
ら

は
み
な
、
浚
怠
を
も
っ
て
古
茸
ふ
述
作
者
が
オ
の
IJI
乙
の
害
惑
分
け
を
意
図

し
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
歪
み
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ほ
ど
鋭
い
惹
詠
を
も
っ
て
、
オ
の
拙
同
状
態
を
書
き
分
け
よ
う
と
し
た

も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

屎
意
の
漢
字
原
音
の
差
が
、
わ
が
オ
音
節
の
甲
乙
を
書
き
分
け
る
に
十
分

な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
は
な
は
だ
疑
問
な
の
で
あ
る
が
、
力
葉
集
に
至
っ
て

オ
の
常
用
字
闘
が
於
と
な
り
、
訟
は
特
い
心
の
人
に
し
か
仙
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
の
を
み
て
も
、
旅
意
の
差
は
用
字
の
交
粋
変
忍
と
み
る
の
が
団
当
で
あ
り

古
亭
記
本
文
に
お
け
る
樅
字
使
用
の
性
格
も
そ
れ
を
裂
づ
け
る
も
の
が
あ

る
。
古
事
記
は
ま
さ
に
そ
の
交
特
期
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

書
き
分
け
を
的
捉
と
し
て
立
て
た
さ
き
の
仮
設
は
、
八
仮
設
＞
以
上
の
柏
極

的
論
拠
を
も
ち
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
u

ホ
音
節
の
書
き
分
け
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
ぷ
田
苫
太
郎
氏
が
「
古
事
品

の
ホ
の
仮
名
に
閲
す
る
雑
考
」
（
同
語
と
国
文
学
12
の
6
)
の
中
で
迅
例
と

な
る
語
を
考
察
さ
れ
、
書
き
分
け
の
店
木
線
を
罹
保
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
ま

た
馬
淵
和
大
氏
は
使
用
字
母
を
い
本
菩
（
介
紐
：
l

な
し
一
等
）
甲
類
、
回
宜
番

品
（
介
母
i

あ
り
―
―
一
等
）
乙
類
と
分
け
、
誤
用
は
「
本
」
字
を
使
用
す
る
と
~ l02 
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こ
ろ
に
生
じ
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
判
断
す

る
と
、
古
事
ー
』
の
ホ
は
若
干
の
逃
例
を
含
み
な
が
ら
、
ほ
ほ
暑
き
分
け
ら
れ

た
か
に
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
っ
と
も
論
議
の
ま
と
と
な
る
誤
用
例
も

し

く

は

存

疑

の

事

例

に

つ

い

て

検

討

す

る

こ

と

と

す

る

。

，

宮
を
も
っ
て
す
る
表
記
に
5

崖
例
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
平
文
の
8
9
例

訓
注
の
1
例
、
歌
語
の
4
0
例
が

"oi
ー

"
0
鈷
合
で
占
め
ら
れ
、
残
る
歌
国
の
1

例
と
本
文
の
2
例
が
そ
の
他
の
結
合
例
で
あ
る
か
ら
、
冨
が
古
代
に
お
け
る

夏
口
節
表
晶
の
常
用
字
母
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
書
き
分
け
の
意
図
加
何
に

か
か
わ
ら
ず
述
例
が
少
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
冨
は
萬
葉
集
に
も
承

け
咽
か
れ
た
字
母
て
あ
る
が
、
ホ
甲
に
多
用
さ
れ
た
本
は
上
代
を
通
じ
て
古

事
一
」
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
稀
字
穏
に
近
い
性
格
を
も
っ

て
い
る
。
冨
は
推
ふ
追
文
、
金
石
文
、
大
宝
戸
銃
帳
に
多
く
見
え
、
漸
次
、

保
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
が
、
本
の
使
用
は
古
事
品
に
集
中
し
て
い
る
の
で

は
た
し
て
、
ホ
甲
を
表
記
す
る
た
め
古
事
記
の
述
作
者
が
使
用
し
た
の
か
、

用
字
法
的
な
臨
味
あ
い
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
そ

れ
は
さ
て
お
き
、
迩
例
と
目
さ
れ
る
の
は
次
の
事
例
で
あ
る
。

1

切
⑫
く
に
の
冨
も
ミ
ゆ

屈

伽

ま

本

ろ

ば

、

本

つ

も

り

、

本

だ

り

，

こ
れ
つ
い
口
が
忍
味
的
に
す
べ
て
同
一
語
瀕
て
あ
る
と
は
い
い
き
れ
な
い
が

八
禿
ソ
の
認
吐
に
と
っ
て
「
国
の
秀
」
「
ま
秀
ろ
は
」
と
す
る
就
に
よ
れ
は

お
そ
ら
く
狐
同
で
あ
ろ
う
。a
o

 

2

（
神
代
ー
叫
）
内
者
冨
艮
冨
良
（
涸
、
う
つ
ろ
の
忍
）

ア
冽
と
結
合
す
る
オ
列
は
基
本
的
に
は
0

甲
て
あ
る
。
よ
っ
て
存
疑
。

右
の
2
例
が
冨
を
使
用
し
た
事
例
中
、

6
と
結
合
し
な
い
例
の
す
へ
て
て

あ
る
。

州
品
牟
部
和
気
命
（
乖
仁
品
）

i

い
，
本
牟
因
和
気
命
（
垂
仁
記
）

゜

亘
仁
記
に
は
右
の
外
、
沙
本
（
ヒ
コ
、
ヒ
'
A

、
地
名
、
［
穴
太
部
）
の
例
が

見
え
、
冨
は
使
用
さ
れ
な
い
。
い
は
系
墜
に
口
は
説
話

1
に
見
え
る
の
で
、

0

0

 

原
資
料
の
差
（
ほ
む
つ
、
ホ
む
ち
〕
に
よ
る
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
畠

が
も
と
も
と
有
尾

'm
を
生
か
し
て
、
品
陀
（
太
）
・
品
遅
。
口
叩
夜
と
去

記
さ
れ
て
．
い
る
こ
と
か
ら
（
記
に
H
例
）
、
い
は
む
し
ろ
異
例
の
表
エ
て
あ

ろ
う
。
書
き
分
け
が
虎
る
と
す
い
は

i
6
1
1

m
u
t
u
の
複
合
で
あ
ろ
う
か
C

4

印
品
即
（
序
、
仲
哀
，
』
1
、
応
袢
記
5
例）

回
闊
ぷ
か
多
能
比
能
美
古
（
応
神
＿
叫
歌
謡
）

八
阿
＞
を
か
ム
タ
と
い
う
例
か
ら
す
れ
ば
、
も
と
O

I

U

結
合
で
あ
る
こ
と

が
望
す
し
い
。
詞
例
と
併
せ
て
個
有
名
詞
の
表
記
け
間
題
か
残
る
。
な
お
図

の
歌
謡
⑱
□

五
nm
の
共
存
す
る
一
一
首
の
中
の
一
首
て
あ
る
か
、
宮
が
「
オ
冨

（
大
）
サ
サ
キ
」

(
2
例
）
に
王
用
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
は
た
し
て
書
き

分
け
の
意
図
で
本
を
使
用
し
た
の
か
疑
わ
し
い
。

）
関
本
岐
栂
登
本
斯
（
仲
哀
氾
）

ヽ
~
。

゜

゜

5

い

1
斯
麻
理
舟
登
木
斯
（
清
亨
記

扉
式
己
閲
波
比
母
登
冨
呂
在
（
景
行
記
）

ぼ＼

O

回
佃
波
比
母
登
冨
呂
布

n:," 

い
の
例
は
当
然
回
と
同
じ
く
冨
衷
出
で
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
、
と
く
に

111
し

オ
冨
キ
ミ
の
例
と
共
存
し
叫
は
本
キ
ク
ル
本
シ
と
共
存
す
る
。
書
き
分
け
を

切
確
に
認
閃
す
へ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
応

',fo
化
し
て
い
た
と
す
る

な
ら
、
木
で
表
土
さ
れ
た
他
の
事
例
も
そ
の
ま
ま
正
用
と
す
る
わ
け
に
い
か

ょ
、
。

f
,
 

歌
謡
に
お
い
て
は
右
の
二
首
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
共
存
す
ろ
拗
合
は
常

に
本
は
冨
を
使
用
す
べ
き
位
観
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
文
に
わ
い

て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
の
怠
味
て
は
本
と
冨
に
使
用
意
識
に
差
が
あ
る
と

3
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は
思
わ
れ
な
い
。

6

切
怠
冨
本
抒
七
（
允
恭
品
）

回

怠

冨

u
抒
王
（
応
神
紀
4
例）

歌
贔
を
除
く
本
文
中
で
本
冨
が
共
存
す
る
天
呈
記
は
允
恭
記
だ
け
て
あ
る
が

右
の
よ
う
に
晶
用
で
あ
る
こ
と
は
切
ら
か
で
あ
る
。
次
の
例
も
書
き
分
け
の

た
て
ま
え
か
ら
い
け
は
、
冨
で
表
「
止
さ
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

。

7

哀
木
抒
命
（
武
烈
記
、
継
体
記
）

継
休
記
に
は
「
意
冨
祁
天
皇
」
が
見
え
る
の
で
、
本
冨
の
共
存
す
る
例
か
と

も
応
え
る
が
、
真
福
守
本
、
延
佳
本
以
外
は
「
意
祁
」
（
清
寧
、
釦
宗
、
仁

賢
、
継
体
記
4
例
と
も
）
と
あ
る
の
で
、
保
留
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

文
に
お
け
る
本
冨
の
使
用
は
各
天
呈
記
と
も
允
恭
記
を
除
い
て
い
ず
れ
か
一

(
1
2
)
 

字
の
阜
用
で
あ
る
。

冨
使
用
・
・
（
上
巻
）
神
代
（
中
巻
）
神
式
、
安
寧
、
孝
霊
、
孝
元
、
崇
神

累
行
、
応
神
（
下
巻
）
允
恭
、
安
康
、
雄
略
、
用
明

本
使
用
・
・
（
上
巻
）
な
し
（
中
巻
）
孝
昭
、
開
化
、
垂
仁
（
下
巻
）
仁
徳

履
中
、
允
恭
、
清
寧
、
顕
宗
、
武
烈
、
継
体

単
用
に
よ
る
統
一
の
た
め
、
本
文
歌
謡
と
も
そ
の
中
に
誤
用
例
が
合
ま
れ
る

が
、
複
川
共
存
の
場
合
は
、
歌
謡
本
文
と
も
に
誤
用
例
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
木
冨
の
書
き
分
け
は
田
乙
の
対
応
と
い

う
よ
り
、
用
字
法
訂
な
色
彩
が
非
常
に
強
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
毛
母

は
、
歌
謡
に
お
い
て
④
向
仰
岡
四
閲
⑫
⑬
闊
閲
閲
翻
閻
釧
訓
岡

g
に
共
存
す

る
が
す
べ
て
明
確
に
愈
き
分
け
ら
れ
、
し
か
も
モ
（
甲
）
も
（
乙
）
は
オ
列

0
"
0

の
結
合
と
し
て
他
の
オ
（
甲
）
オ
（
乙
）
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
泌
姦
、
木
糾
は
共
存
す
る
場
合
は
必
ず
迅
例
で
あ
り
、
結
．

合
例
の
特
徴
も
他
の
オ
（
甲
）
オ
（
乙
）
の
特
徴
に
頻
似
し
な
い
点
が
あ

る
。
こ
の
点
、
毛
舟
の
場
合
ほ
ど
に
そ
の
信
憑
度
は
高
く
な
い
わ
け
で
あ
る
3

し
た
が
っ
て
、
．
木
表
品
は
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
そ
の
性
松
を
考
え
る
へ
き

で
あ
ろ
う
3

①
地
名
、
人
名
関
係

印
サ
ホ
1
6
イ
ザ
ホ
6
ヲ
ザ
ホ
2

よ
そ
ク
ホ
ー

回

オ

オ

ホ

と

1

ヲ

ホ

ど
2

ホ
ム
チ
1
ホ
ム
タ
ー

（
庄
）
数
字
は
用
例
数
、
回
は
枇
用
例
が
あ
る
語

②

い

も

と

、

ホ

i'）
と
推
定
さ
れ
る
も
の

コ
ホ
ソ
（
恋
）
1
ク
ル
ホ
ノ
（
引
）
1

回
も
と
、
ほ
（
乙
）
と
推
定
さ
れ
る
も
の

も
と
ホ
シ
（
廻
）

2

ホ
（
火
）

1

い
混
用
例
の
あ
る
語

マ
ホ
ろ
バ
（
秀
）

1

ホ
ダ
リ
（
秀
）

3

ホ
ッ
モ
リ
．
（
秀
？
）

1

目
印
乙
い
ず
れ
か
不
明
の
も
の

(
I
)
叫
了
上
）
8
、
引
（
、
11
）2
、
叫
シ
（
欲
）
1

、
日
ク
（
祝
）

4

〈

II)
シ
＊
（
塩
）
2
、
二
＊
（
鳥
）
1
、
ミ
＊
（
息
）

1

右
の
よ
う
に
分
け
る
と
、
本
に
よ
る
書
き
分
け
は
必
ず
し
も
明
価
で
な
く
、

む
し
ろ
泣
周
と
で
も
い
え
る
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
の
口
を
そ
の

ま
ま
ホ
（
甲
）
と
し
正
用
視
す
る
の
も
妥
当
性
を
欠
く
と
息
わ
れ
る
。

本
字
を
甲
類
視
す
る
い
ま
―
つ
の
間
土
2

は
、
字
音
の
血
に
存
す
る
3

人

字
の
所
属
す
る
混
副
（
糾
鋲
、
外
転
第
十
八
合
、
一
等
部
）
は
、
切
韻
行

,ugn
と
推
定
さ
れ
、
同
転
同
等
の
字
母
に
存
口
』
）
鉗
（
紀
）
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
「
ぞ
乙
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
木
字
と
冨
字
（
韻
鏡
第
三

十
七
聞
、
宥
甜
―
―
一
等
）
と
の
差
は
、
馬
淵
氏
に
よ
れ
ば
一
等
（
介
栂
な
し
）

と
三
等
（
介
母
あ
り
）
の
差
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
当
時
書
き
分
け
ら
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、
れ
て
い
た
他
の
オ
列
甲
乙
両
類
は
、
字
音
の
点
か
ら
は
、
ほ
ぽ
（
甲
類
）
後

舌
対
（
乙
類
）
中
舌
の
対
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
．
同
じ
乙
類
系
統
の

字
甘
の
中
で
、
一
等
対
三
等
の
対
立
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
は
た
し

て
他
の
甲
乙
両
類
の
対
立
と
同
様
な
意
義
を
も
つ
対
立
で
あ
る
か
は
速
断
で

き
な
い
。
毛
（
甲
）
字
と
同
転
同
等
の
唇
音
に
抱
宝
報
な
ど
の
字
が
あ
る
の

．
で
、
古
事
記
の
筆
録
者
が
国
語
音
部
を
体
系
的
に
把
握
し
、
な
お
か
つ
漢
字

＇
音
を
熟
知
し
て
、
転
写
に
際
し
て
在
来
の
婦
化
人
や
外
国
人
よ
り
も
高
度
の

信
憑
性
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
乙
類
系
統
の
本
冨
を
と
っ
て
甲
乙
両

類
の
対
立
し
た
音
を
表
わ
す
と
い
う
不
手
際
は
な
さ
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

古
事
記
に
使
用
さ
れ
た
オ
列
甲
乙
両
類
は

切

甲

類

模
韻
・
・
・
古
故
胡
・
蘇
素
・
度
土
・
怒
努
・
路
慮

侯
韻
．．
 
斗

・

楼

漏

・

豪
領
・
・
・
高
・
刀
・
毛

冬
韻
…
宗

鐘
韻
・
・
骰
・
用

回

乙

類

之
韻
：
其
碁
（
意
）

附
韻
：
乃
能

侯
韻
：
．
栂

登
韻
・
・
・
曽
・
登
等
騰
腺
・
能

魚
韻
・
・
・
許
・
叙
序
・
輿
余
豫
（
派
於
）

の
よ
う
に
き
わ
め
て
明
瞭
に
後
舌
系
（
甲
類
）
と
中
舌
系
（
乙
類
）
字
母
に

わ
か
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
オ
」
音
節
表
記
の
場
合
は
、
オ
甲
を
表
記

す
る
適
当
な
字
母
ー
す
な
わ
ち
、
ワ
行
ヲ
と
区
別
す
る
た
め
合
口
性
を
も
た

ぬ
、
頭
子
音
の
な
い
後
舌
的
0

の
字
母
に
乏
し
い
の
で
、
乙
類
系
統
の
字
母

の
中
で
飢
形
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
字
母
を
、
便
宜
的
に
対
立
さ
せ
て
使
用

す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
ホ
」
音
節
の
場
合
は
、
冨
（
宥

韻
）
木
命
混
韻
）
番
・
蕃
．
煩
（
元
韻
）
品
（
寝
韻
）
菩
（
模
韻
•
海
韻
）

と
な
っ
て
い
て
、
字
音
の
点
か
ら
見
れ
ば
乙
類
系
統
の
本
を
甲
類
相
当
の
字
・

栂
と
し
、
ま
た
甲
類
系
統
の
番
蕃
煩
を
乙
類
相
当
の
字
母
と
す
る
馬
淵
氏
の

説
明
は
、
か
な
り
無
理
な
弁
別
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ホ
の
場
合
は
、
オ
列
甲
乙
両
類
を
書
き
分
け
る
古
事
記
筆
録
者
の
基
本
的
な

字
母
使
用
に
合
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
諸
点
を
綜
合
し
て
見
る
と
、
「
ホ
」
音
節
の
書
き
分
け
も
、
「
オ
」

音
節
の
場
合
と
同
様
に
、
十
分
の
証
跡
を
も
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
は
ま
た
、
崩
壊
過
程
を
反
映
し
て
い
る
と
見
る
立
場
を
も
、
十
分
に
支
え

得
る
も
の
で
も
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
文
証
あ
る
時
代
に
お
い
て
、
オ
ホ

両
音
節
は
す
で
に
甲
乙
の
対
立
を
解
消
し
、
そ
の
区
別
を
失
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。ヲ
音
節
は
字
音
の
点
か
ら
見
る
限
り
に
お
い
て
、
文
証
あ
る
時
代
に
入
っ

て
、
書
き
分
け
ら
れ
た
痕
跡
は
存
在
し
な
い
。

（
模
部
）
烏
嗚
塙
乎

（
灰
韻
）
廻

（
元
韻
）
哀
遠
怨
越

（
換
制
）
愧

（
登
部
）
弘
，

右
の
中
で
、
乙
類
系
統
の
廻
・
弘
は
書
紀
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

書
き
分
け
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
e

し
た

が
っ
て
、
文
献
時
代
に
は
、
主
と
し
て
甲
類
系
統
の
字
母
で
転
写
さ
れ
て
い
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る
の
て
あ
る
が
、
音
笥
結
合
の
間
か
ら
見
れ
は
、
か
つ
て
は
乙
類
的
性
杞
を

も
仙
え
て
い
た
こ
と
は
前
節
に
述
べ
た
遥
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な

語
の
化
在
に
よ
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
3

い
干
古
（
慰
、
紀
）
ー
一
．
怒
誇
（
愚
、
記
）

こ
の
二
語
の
囲
係
は
甲
類
伯
域
の
結
合
に
対
応
す
る
、
乙
類
領
域
の
結
合
と

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
＿
3

-

三
王
（
ミ
ム
ロ
、
山
名
）
に
対
応
す
る
美
図
呂

の
例
に
酪
似
す
る
。
ま
た
、
オ
流
鉤
言
叫
）
干
楼
談
腿
（
紀
）
の
ウ
ル
（
国
j
)

も
、
見

81liJ
（
，
恐
、
万
＂
呆
＋
「
八
。
四

0
四
几
）
に
対
応
す
る
同
様
の
性
格
の

語
て
あ
ろ
う
。
し
だ
か
っ
て
、
ヲ
9
ーは

W
自
6

と
い
う
乙
姐
伽
域
の
紀
介

て
あ
っ
た
と
息
わ
礼
る
。

へ5

ヲ
と
コ
（
男
）
ヲ
と
メ
（
乙
女
）
ヲ
と
／
（
仮
方
）
と
］
（
十
〗
ヲ

と
ル
応
巴

乙

乃
0

音
笥
は
詞
一
悟
松
五
唸
汀
）
に
お
い
て
、
甲
知
0

音
節
ヽ
と
共
存
す

る
例
は
な
い
の
で
、
右
の
各
語
も
、
そ
の
当
初

6
1
~
0

結
合
て
あ
（
·
た
と
推

定
さ
訊
る
3

し
だ
が
っ
て
、
士
仇
ヲ
音
節
が
甲
胚
ヲ
に
吸
収
統
i

さ
礼
て
い

た
と
し
て
も
、
か
っ
て
は
右
の
各
語
の
ヲ
は
乙
類
を

wii,＂，
W
O
で
あ
っ
た
に

甘
望
店
：

オ
・
ー切

ご

7
0
1、
い

引

ヲ

｀

こ
刀
ら
の
擬
甘
．
賑
態
語
は
、
そ
れ
そ
れ
詞
和
羅
（
記
）
多
和
（
提
）
（
万

交
＋
・
ニ
―
―
―
二
土
）
と
い
う
、
他
の

a
I
6
対
応
閉
係
語
に
平
行
す
乙
現
集

な
の
で
、
そ
こ
に
合
ま
刀
て
い
る
ヲ
は
当
然
W
O
で
あ
っ
だ
筈
て
、
上
代
に

お
い
て
も
音
声
的
17
こ
い
、
な
お
乙
類
的
性
質
衣
作
存
し
て
い
た
か
も
知
礼

r

ょ
、
3

キ
IJ以
上
の
①
⑫
似
の
事
例
は
、
い
す
礼
も
ヲ
音
節
か
か
つ
て
乙
類
W

O

て
あ

っ
た
こ
と
な
招
定
し
得
る
十
分
の
諭
拠
で
あ
る
と
息
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ヲ

音
釘
が
．
文
胤
帖
代
に
入
っ
て
、
印
類
系
統
の
字
母
（
ま
れ
に
乙
類
系
統
の
字

母
)
で
転
万
さ
れ
て
い
る
こ
と
け
、
す
で
に
甲
乙
両
類
の
区
別
を
失
っ
て
、

一
知
に
、
そ
れ
も
お
そ
ら
く
印
類
的
に
吸
収
統
一
さ
れ
だ
結
果
て
あ
る
と
息

わ
れ
る
し
こ
の
こ
と
か
ら
類
柑
す
れ
は
、
印
乙
山
類
の
区
刈
を
失
う
こ
と
け

中
舌
的
要
系
の
哀
加
て
あ
り
、
オ
ホ
音
節
の
坦
合
も
そ
の
例
外
て
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
印
類
的
に
吸
収
統
一
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
と
山
は
わ
れ

る
。
し
か
し
な
か
ら
、
大
野
普
氏
は
、

lll古
の
校
糾
の
音
価
を
〔
O

〕
と
川

定
さ
れ
た
間
に
、
そ
の
前
担
と
し
て
日
ー
企
叫
の
オ
ヲ
の
問
加
を
取
り
あ
げ
、

当
時
日
本
語
の
オ
は
中
手
以
応
〇
又
あ
っ
て
、
〔
0

〕
と
い
う
狐
立
の
五
11
削
は

存
在
し
な
か
っ
た
の
て
〔
°
〕
の
音
を
表
わ
す
文
字
を
以
て
〔
W
O
〕の，＂い

を
吉
く
こ
と
が
出
米
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
芍
の
混
乱
を
昌
さ
な
か
t

(
1
3
)
 

た
の
て
あ
る
、
と
汎
叫
明
さ
れ
に
し
こ
の
泌
叫
に
従
え
は
、
書
紀
の

m録
省
け

オ
対
ヲ
の
旧
係
存

6
対
0

と
表
心
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
ワ
行
竹
節
の
表
心

は
、
当
訓
の
狡
釦
に
屈
す
る
字
を
除
け
は
、
上
代
に
お
い
て
は
す
へ
て
合
い

性
を
も
つ
字
母
か
使
用
さ
れ
て
い
る
U

ワ
行
の
頭
子
心
り
が
、
非
音
的
的
使
執
元

の
w
も
し
く
は
U

に
五
い
も
の
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ピ
ア
行
と
区
別

さ
る
へ
き
ワ
行
の
介
刈
的
特
彼
と
い
わ
ね
は
な
ら
ぬ
。
し
た
が
っ
て
、
ア
行

と
ワ
行
が
、
そ
の
母
音
の
差
如
何
に
拘
ら
ず
、
使
用
さ
れ
だ
オ
月
の
而
か
ら

聞
口
対
合
口
て
あ
る
と
い
う
の
員
、
上
代
を
通
し
て
の
訓
哀
書
き
分
け
の
且

本
的
な
転
写
態
悶
て
あ
り
、
そ
れ
を
熊
糾
し
て
、
甲
[
l
"
o
ー
0

の
月
音
の
外

を
も
っ
て
、
オ
I
I

ヲ
を
表
心
し
た
と
見
る
の
は
、
ヲ
に
校
的
の
オ
を
あ
て
．
Ji

と
い
う
閏
塵
急
切
快
に
肝
決
に
遅
く
も
の
て
に
な
い
3

禎
糾
に
屈
す
る
字
薗

以
外
の
ワ
行
音
的
表
叫
字
飩
か
、
す
べ
て
合
口
性
を
も
っ
か
を
考
凡
す
れ
戸
い

転
写
11、
法
の
一
貫
性
と
信
恐
性
を
似
杓
す
る
見
見
か
ら
は
、
他
の
ワ
打
音
節

字
母
と
CTi'
行
し
て
、
松
制
州
屈
字
月
に
な
ん
ら
か
の
合
Ii
的
丈
素
を
図
め
ろ

方
か
よ
り
11
然
て
あ
ろ
う
。
し
た
か
っ
て
、
オ
〔
°
〕
の
不
在
訓
明
と
員
な
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註
口

宥
坂
秀
且
博
士
「
古
代
日
本
語
に
於
け
る
音
節
結
合
の
法
則
」

上
代
音
舶
孜
」
所
収
）

木
ド
正
俊
氏
「
米
す
」
と
「
越
す
」

（
万
葉
2
3
乃
所
戟
）

（「

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
二
切
的
に
お
い
て
詳
細
に
検
吋
し
た
よ
う
に
、
オ
音
鉛

は
甲
乙
の
区
別
を
す
で
に
失
二
J

い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
使
用
字
母
は
意
涙

を
中
心
と
す
る
巾
舌
系
字
母
で
あ
っ
た
。
が
、
こ
の
こ
と
け
直
接
に
オ
の
音

価
を
示
し
て
い
る
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
オ
が
〔
°
〕
で
あ
っ
た
坦

合
に
は
、
そ
れ
を
表
わ
す
適
当
な
字
母
に
乏
し
い
の
て
、
東
豪
俣
砂
叫
所
属
字

母
よ
り
も
、
や
は
り
忍
尿
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
。

五

す
て
に
与
え
ら
れ
た
紙
数
を
超
過
し
て
い
る
の
で
、
個
々
の
咋
論
は
他
日

の
拭
会
に
譲
り
、
オ
ホ
ヲ
音
節
の
基
瓦
的
な
特
政
を
ま
と
め
て
結
苺
と
す

る。
①
オ
ホ
ヲ
音
節
は
、
上
代
巳
残
存
す
る
事
例
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
そ
れ
少

数
の
ウ
列
と
結
合
し
、
多
数
の
オ
列
乙
類
と
の
結
合
例
を
持
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
宣
節
と
も
に
、
上
代
以
前
の
古
代
□

本
語
の
吐
代
に
お

い
て
、
そ
れ
そ
れ
オ
幻
甲
類
相
当
と
乙
類
に
相
当
す
る
音
韻
白
対
立
と
結

合
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
推
正
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
少
数
の
ウ

列
と
の
結
合
か
否
定
さ
れ
る
と
、
オ
ホ
ヲ
音
節
は
も
と
乙
類
で
あ
っ
た
可

能
性
が
佐
く
な
る
3

⑳
右
の
口
乙
匝
類
相
当
音
節
は
、
上
代
に
お
い
て
は
す
で
に
そ
の
区
別
を

失
い
、
甲
類
甘
節
に
吸
収
統
一
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
他
の
コ
ソ
ト
ノ
モ

ョ
ロ
甘
節
に
お
い
て
、
漸
次
中
舌
的
要
素
を
失
っ
た
こ
と
が
特
殊
仮
名
辿

の
厨
駁
辿
程
で
あ
[
・
た
こ
と
か
ら
類
推
し
て
、
オ
ホ
ヲ
の
場
合
も
lwJ
椋
の

迅
程
を
迎
っ
た
も
の
と
思
わ
訊
る
。

註
四
主
切

-w.

＂r
 

丑
勾
註
国

註
国
註
四

正
□

行
坂
秀
也
悔
士
「
新
恢
[f
鍼
に
八
伍
リ
る
コ
の
仮
名
の
用
法
」

晶
音
如
叩
史
の
研
究
」
印
哺
祈
阪
所
収
）

な
わ
、
東
国
力
言
に
つ
い
て
は
、

遠
籐
犀
見
閏
士
「
束
歌
防
人
歌
仮
名
逍
考
」
国
品
国
文
旧
7
.
1
0

福
山
艮
傭
先
生
「
余
良
朝
時
代
東
国
方
二
累
の
成
立
に
つ
い
て
」
〈
上
）

（
中
）
（
下
）
文
学
研
完
3
7
.
3
8
0
4
0
輯

亀
几
孝
氏
「
方
―
ilCT

文
学
と
し
て
の
東
歌
。
そ
の
言
語
的
背
虹
」
文
学

昭
2
5
.
9

「
古
半
心
に
お
け
る
モ
の
以
名
の
用
法
に
つ
い
て
」
国
詰
音
砂
叫
史
の

研
究
訥
袖
新
販
一

0二
只

上
代
窪
糾
孜
三
十
二
頁

続
紀
4
5
A叩
（
神
確
腎
ふ
雲
1

一
年
・
し
六
九
）
に
都
輿
久
↑
剛
）
の
例
か

見
え
る
が
悶
代
が
下
る
‘
)

鶴
入
氏
「
上
代
特
殊
似
名
逍
の
消
滅
氾
捏
に
つ
い
て
ー
「
野
」
字
の

詞
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
文
学
妍
究
邸
輯

大
野
辺
氏

A

S
t
u
d
y
 
o
f
 
t
h
e
 
A
n
c
i
e
n
t
_
 
P
r
o
n
u
n
c
i
a
t
i
o
n
 
o
f
 

J
a
p
a
n
e
s
e
 a
n
d
 c
h
i
n
e
s
e
音
声
の
研
究
(
-
九
宜
七
）
四
六
三
頁

服
部
門
郎
博
七
「
日
本
語
の
系
統
」
（
古
手
元
大
成
弟
一
1

巻
38
頁ヽ

に
大
野
音
氏
の
直
話
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

正
宗
敦
夫
氏
編
「
万
葉
隻
唸
索
引
」

大
野
西
氏
「
上
代
仮
名
追
の
冊
完
ー
日
本
書
紀
の
仮
名
を
中
心
と
し

て
ー
」

森
山
怜
記
「
古
事
記
役
字
索
引
ー
歌
謡
訓
江
訊
」

「
古
事
心
図
字
宋
引
ー
ポ
文
戸
口
」

の
そ
れ
ミ
れ
の
索
引
を
参
照
し
た
C

（
「
国
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註
固

註
口

註
ご

註
田

註
因

こ
の
「
費
」
を
「
ホ
」
の
仮
名
と
見
る
か
「
ひ
〈
乙
〕
」
の
仮
名
と

見
る
か
、
諸
家
紅
説
が
あ
る
°

有
坂
秀
凪
間
士
「
上
代
音
韻
改
」
―
-
＿
九
五
頁

畠
月
孝
氏
「
古
事
記
祝
詞
」
（
日
本
古
典
文
学
大
菜
）
一
五
九
頁

頭
注
十
八
3

境
田
口
郎
氏
「
意
悲
志
」
芍
（
女
子
人
文
学
1
0
号
）

こ
の
「
廻
」
を
大
野
晋
氏
は
「
ヱ
」
に
読
ま
れ
た
が
、
武
田
祐
古
博

上
（
記
紀
歌
謡
集
全
講
）
土
橋
寛
氏
（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
古
代

’
歌
謡
史
〕
右
坂
秀
世
博
士
等
は
「
ヲ
」
と
さ
れ
る
。
「
エ
」
の
似
字

。

と
し
て
使
用
し
た
例
に
は
「
笑
：
廻
牟
」
（
新
訳
草
厳
経
音
義
私
記
）

が
あ
る
。

神
伐
紀
に
見
え
る
「
斯
図
梨
俄
未
」
（
倭
＇
又
神
）
の
例
は
•

s
i
t
u
'
o
r
i
 

>
s
i
t
o
r
i

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
際
の
「
オ
リ
」
の
「
オ
」
は

甲
頬
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ハ
と
（
乙
）
リ
、
シ
ト
ロ
甲
〕
リ
の

合
成
か
い
つ
行
わ
れ
た
か
知
る
内
も
な
い
が
、
オ
リ
（
織
）
の
オ
が

0

↓
"
0

の
傾
間
を
辿
っ
た
と
見
る
よ
り
、

i
0
,
1
Y
0

の
傾
向
に
あ
っ
た

と
見
る
方
が
音
韻
変
化
の
上
か
ら
も
日
然
で
あ
ろ
う
と
息
う
3

こ
れ
ら
の
使
用
例
は
、
拙
編
「
古
字
記
漠
字
索
引
ー
本
文
篇

H
」
の

冨
•
本
の
条
を
参
燥
さ
れ
た
い
。
以
下
、
天
呈
紀
に
よ
る
分
別
は
便

宜
的
て
は
あ
る
が
、
従
米
説
か
れ
た
本
文
に
お
け
る
資
料
性
の
相
産

す
な
わ
ち
帝
紀
と
旧
砕
、
各
時
代
屈
に
よ
る
文
体
・
州
字
の
相
迩
、

舶
録
者
に
よ
る
記
録
の
改
変
統
一
な
と
に
平
行
し
て
、
各
天
皇
紀
に

そ
れ
そ
れ
文
体
用
字
上
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
跨
主
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
詳
罰
は
別
脇
を
予
定
し
て
い
る
＿
U

上
代
仮
名
遣
の
研
完
一
九
六
頁
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